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コムクドリの繁殖生態

小池重人’

はじめに

コムクドリは日本を中心とした地域で繁殖し，冬季は東南アジアで過ごす夏烏である

(日本鳥学会1974)．同属のムクドリは日本でよく研究されており（斎藤1986，黒田1982)，

ヨーロッパにすむホシムクドリでは多くの研究がなされている（Fearel984など)．ムク

ドリ属は自分では巣穴を掘らない樹洞営巣性であり，繁殖期には樹洞の獲得をめぐって激

しく争う．このように繁殖が巣穴の数によって制限を受けるため，それに対応したさまざ

まな行動や生態がこの属にはみられる．中でもコムクドリは夏烏で，渡来してから産卵を

開始するまでの期間が留鳥性の種に比べ短く，巣穴の痩得により活発な動きを示し，つが

い関係にも異なる特徴がみられる．スズメ目のなかで樹洞営巣性の烏は多いが，その中で

夏烏であるものは，日本ではキビタキを除けばコムクドリの他にはない．詳しい研究がな

されているヨーロッパにすむマダラヒタキ（Haartmanl951など）も，樹洞営巣性の夏

鳥であることから似た生態をもっているが，属が違うため異なる面が多いと思われる．コ

ムクドリの繁殖生活に関しては羽田・牛山（1966.1967）の研究があるが，調査期間の短

さと具体事例が少ないことで，十分な結果が得られていない．そこで本論文ではこういっ

た状況に置かれたこの種が，どのような繁殖生態を持っているかを研究することにした．

この調査は巣箱を調査地に架設することによって行なった．繁殖の進行状況や行動の観

察を確実に行なうためには，巣箱は欠かせないものであった．それを中心に渡米状況，営

巣場所の獲得とっがい形成における行動，巣づくりから育雛，渡去までの状況を詳しく調

査した．

調査地の概要と調査方法

調査を行なった場所は新潟市の３地区である．２つは海岸にある砂防林で背山地区（以

下Ａ地区）そこから３km離れた西海岸公園地区（以下B地区)，もう１つはそれらから10kｍ

離れた自宅のある新潟平野の中の村落（C地区）である．

海岸の砂防林はクロマツを主体とした暗い林で下層木にヒョウタンボクやキイチゴなど

が生えていて，所々にエノキなどの広葉樹が混じる．一部は植林したニセアカシアの林と

なっている．この林は下層にコバンソウが生え，環境は貧弱である．Ａ地区は幅500ｍ，

長さ２kmのベルト状態であり，近くに住宅地が迫っているもののあまり人の手が入ってお

らず，また人通りがほとんどない．しかしＢ地区は長さこそ２kmだが，幅100ｍ～200ｍと

狭く，人の通りが頻繁な場所が多い．また1979年に下層が刈り払われ環境がより貧弱になっ
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た．Ｃ地区は住宅地であるものの古くからの農村で各所に広い庭や屋敷林があり，また畑

の野菜や草むらも採食地として利用する．

調査は1978年から1988年まで行ない，最初の２年間はＡ地区B地区を中心に最後の３年

間はB地区C地区を中心に行なった．1980年から1985年までは十分な調査ができなかった．

その他断片的な記録を各地から集めた．

調査する際，営巣用の巣箱を架けた．巣箱は底が１８×20cmの長方形，巣穴は底から18ｃｍ

の所に直径４cmの丸い穴にして開けた．巣箱は地上から2.5ｍ～４ｍの高さにしゅろ縄で

木に縛りつけた．巣箱内の調査は折たたみはしごを使い，巣箱の屋根を開けて行なった．

烏の行動の観察には７～８倍の双眼鏡と20～25倍の望遠鏡を使った．

産卵状況の調査は，２日間見回らないことがないようにし，午後３時以降に行なった．

また一腹卵数は，親鳥が抱卵を開始してから２～３日たっても，卵数がそれ以上増えない

ことを確かめてから決定した．それぞれの巣における卿化日の確認は，卿化予定日のｌ～

２日前から鮮化が完了するまで，必ず午後５時以降に巣内を観察することによって行なっ

た．そしてある日の観察時に卿化していなくその翌日に卿化が確認された場合，たとえ前

日の夜間に僻化した可能性があっても，卿化を初めて確認した日を卿化日とした．もし巣

内に親がいたため確認できなかった場合，その後の観察でヒナの発育状況から推定した．

卿化日の確認と同様に巣立ち日も，巣立つ頃を見計らって，毎日午後５時以降に巣内のヒ

ナを確認することによって行なった．

Ａ地区では1978年に46個を10ｍ間隔に，1979年は50個を20ｍ間隔に架けた．Ｂ地区では

1978年は人通りの少ない場所に20個を10ｍ間隔に，翌年は都合でとなりの人通りの多い場

所に50個を20ｍ間隔に架けた．Ｃ地区では1978年から数個適当に架けていたが，1986年か

ら計画的に10個，1987年には前年の場所はそのままにして，４個（⑨⑩⑬⑭）を付け加え，

計14個にした．1988年は前年同様に架けた（図１）．巣箱の名称はＡ地区ならたとえば

A1５，Ｂ地区ならＢ12,Ｃ地区ならＣ８（あるいは⑧）というようにした．

個体の識別には脚に黄色（Y)，赤（R)，青（B)，空色（S)，緑（Ｇ)，黄緑（Ｋ)，白

(Ｗ）の７色のカラーリングをいろいろな組み合わせで，それぞれの脚に１～２個付けて

０１０ｍ

１
２１

図1°Ｃ地区の巣箱架設状況1988年

Ｆｉｇ．1．ＡｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎｏｆｎｅｓｔｂｏｘｅｓａｔＣ－ａｒｅａｉｎｌ９８８．
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行なった．そしてたとえば左脚の上から黄色（Ｙ)，赤（Ｒ)，右脚の上から青（B)，白

(Ｗ）と付けた雄は最後に叙．早の記号を付けて，ＹＲＢＷ叙と呼ぶことにした．一方，標

識していない個体は「ｎｏＭａｒｋの雄」を略して、ＣＭ・Ｊ１とし記すことにした．また標識

していなくても，この鳥の雄は顔の茶色の斑模様と腰の模様が個体によりさまざまで，観

察時間の多いC地区にかぎれば，同じ年なら十分に識別できた．雌の模様は雄ほどでない

が，頭が黒っぽいものや顔に茶色い小さな斑があるものがいて，識別できるものがかなり

いた．こういった個体は「頭黒早」とか適当に名前を付けておいて記録し，後で標識した．

しかし文章中ではこういった名前は使わず，個体識別できたものは雄ならＭ，雌ならＦと

し，その後に個体番号を付けた．捕獲した際，体各部を測定し，羽毛の様子も調べた．

餌の種類などは写真を撮って調べた．また，1986年から巣箱への出入りや行動の記録の

ため，ＶＴＲを使用し録画した．巣材運びや抱卵・育雛の様子が，自動的に午前４時から

午後７時30分まで記録できるようにした．機種は十分個体識別ができるように，３管式の

プロ用を使った．デッキは２台使い３倍録画を利用した．

結果と考察

１．渡来から営巣場所獲得とつがい形成までの動き

１)．渡来時期

Ａ地区では1978年には巣箱を架けたばかりのせいか出現は遅れ，５月13日になって初め

て２組の雄と雌が現れ，翌日の14日には10羽が観察された．翌年は４月22日～26日に４羽

が初めて観察された．Ｂ地区では前年まで小学生が架けた巣箱で繁殖しており，1978年は

４月20日に最初の２羽が渡来した．1979年の渡来は４月19日であった．Ｃ地区では，1980

年には４月１３日に雄が，1983年４月１３日に雄1羽雌２羽が，1984年には４月17日に前年こ

こで繁殖したM30が，1985年には４月11日に前年ここで繁殖したM20が，1986年には４月

13日に雄が，1987年には４月９日に雄と雌の２羽が，1988年には４月１０日に雄と雌の２羽

が，それぞれの年に初めて渡来した．渡来した時に雄と雌の２羽で来るものがいるが，こ

れはあとで述べるように安定したつがいとは限らない．

標識個体の渡来は，繁殖期間中毎日観察したC地区の1987年と1988年の様子を，表１に

示した．これによると，明らかに２才以上の成鳥（以下，成鳥）は早く渡来するのがわか

る．半数以上が４月20日までに渡来する．やや雄が早そうであるが違いはあまりはっきり

しない．一才烏は両年とも初認は４月29日で，成鳥に比べ明らかに遅かった．

各個体の年毎の初認は，表２に示した．1983年から1988年までの記録である．特に観察

Table1．Ａｒｒｉｖａｌｔｉｍｅｓｏｆｒｉｎｇｅｄａｄｕｌｔａｎｄｌ－year-oldRGd-CheekedMynas．
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Table２．Arrivaltimesofringedindividuals、

lｎｄｉｖｉｄｕａｌ '8３’8 ４ ’ 8 ５ ’ 8 ６ ’ 8 ７ ’ 8 ８

Ｍ２０

ＭｌＯ

Ｍ ８

Ｆ８

Ｆ２４

Ｍ２１

Ｍ２２

Ｆ９

Ｍ７

Ｆ２３

Ｍ １

Ｆ２

5/lＲ５/1２４/１１
●

〕

Ｎｏｔｅ:“Ｒ‘.ｓｈｏｗｓｔｈｅｄａｙｉｔｗａｓｒｉｎｇｅｄ．

“j''showsthebirdthatwasbomthatyear．

“Ｍ”ｉｓＭａｌｅａｎｄ“Ｆ，､female．

５/3Ｒ
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６/l8R

Ｊ

６/l8R

4/29-5/３

６/2０

６/l5R

６/l5R

4/29-5/３

４/2６

６/2０

６/20Ｒ

５/13(?）

６/２０

］

』

4/10

4/14

4/14

4/14

4/19

4/１９

４/20

4/2５

５/９

４/1０

５/７

５/1

4/11

4/１５

４/13

4/1７

4/20

4/20

4/27

5/１

5/１

４/2４

がよくなされた1987年と1988年の記録をみてみると，個体によって渡来する時期がだいた

い決まっていると考えられる．また，標識個体からほとんどの成鳥と一才鳥が前年繁殖あ

るいは生まれた場所の近くに戻って来ることがわかった．Ｃ地区では一才烏の多くはその

後みえなくなるが，これは営巣場所の不足によるものである．1979年のＡ地区での生存が

確認された５羽の一才鳥の繁殖場所は，３羽が100ｍ以内に，１羽が３km離れたB地区で

営巣し，１羽が巣立った付近をうろついていた．この年巣箱は余っており，このことから

営巣場所さえあれば生まれた場所のかなり近くで繁殖するといえる．

２)．営巣場所の確保とつがい形成

コムクドリが渡来して繁殖するために重要なことは，営巣場所の樹洞つまりここでは巣

箱を得ることと，つがいを得ることである．こういった動きを説明するために，ａ・基本

的な行動とさえずり，ｂ・営巣場所をめぐる争い，ｃ，営巣場所確保，ｄ，雌を引き付ける

ための行動とつがい形成，の順に述べることにする．

ａ・基本的な行動とさえずり

ｉ）．大きな声のさえずり

普通の姿勢で，やや頭の羽毛をふっくらさせ，口は大きく開ける．「キイキイキイキイ

キイ・チュチュピーピー，キイキイキイキイキイ・チュイチ・チー・キョキョーーキョキョ

ーー・ギュイギュイ」などと連続して鳴く．以後，大きな声のさえずりあるいは単にさえ

ずりとしたときは，この行動を示すことにする．

ｉｉ)．求愛のさえずり

雌が飛来すると，雌に対し雄が鳴く小さな声のさえずりで，「ギュギュギュギ１．チロル

チロル.チュルチュル」などと聞こえる．体をほっそりして，くちばしをやや上向きにし

て体をほっそりとして鳴く．時には翼の先を下げることもある．

iii)．雄の求愛に対する雌の反応

雄が求愛のさえずりをするときに雌が反応して一緒に鳴く小さな声．雌はくちばしをや

や斜めに上げ，落ち着かない様子で，翼を断続的に少しだけ開きながらパタパタさせ，尾
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を少し上げ動かす．その時，「ギューギュー」・「チロルチロル」などの非常に小さな声

を出す．

ｉｖ)．威嚇

体をふくらませ，翼を広げず，肩を上げていからし，尾を広げ，頭は相手に向けながら

相手に対し横向きに迫る．時々，背や腰がみえるように相手のほうに体を傾ける．そのと

きは相手側の方の翼を少し下げる．そして「チイー一・・．キュキュキュ.チュルチュルチュ

ル」などの小さな甲高い声で鳴く．この声はとっくみあいのときも出す声で威嚇の声であ

る．雄も雌も，雄に対しても雌に対してもこの行動を行なう．

ｂ・営巣場所をめぐる争い

先に述べたように巣箱は彼らにとってかなり好適な営巣場所で，架けて何年もたったも

のより，むしろ新しく作ったばかりのものを好む．また，暗い松林よりも明るい広葉樹林

のほうが，低い場所より高い場所に架けたほうが，目立つところより少し茂みに巣箱が隠

れるほうが利用されやすい．彼らが巣づくりできる巣箱以外の樹洞や人家の軒下は近縁種

のムクドリによってすでに使われており，ムクドリが利用しない小さな穴のある場所はめっ

たに残っていない．鬼瓦につくる例もあったが，巣箱以上に好適だとは思われない．だか

ら，彼らが渡来すると激しい巣箱取りの争いが始まる．

この様子を1988年のC地区の状況を例に具体的に示す．ここで「占有」として表現する

のは巣箱を獲得することを示している．図２で示されている範囲は，その中の巣箱を占有

した雄が隣の雄に対して優位な立場にある地域を示している．この図は４月13日から５月

13日までの巣箱の占有と優位な地域の変化の様子である．特に時間が記載していないかぎ

り，朝の８時までの状況を示している．

1988年４月13日にＭ８が渡来すると，昨年繁殖した①の巣箱付近で６時頃に大声でさえ

ずっていたが，しだいに⑤～⑥，⑧の近くへ来て巣箱をのぞいたり中に入ったりして，さ

えずるようになった．この日は各巣箱付近の間をよく飛び回り，大きな声でさえずった．

また巣箱の近くに来た雌に対しては，大きな声のさえずりをやめ求愛のさえずりをした．

４月14日も同様な行動が観察され，動きまわる範囲も①～⑩ともっと広くなった．また雌

が来て他へ移動するとき，追いかけていくこともあった．追わないときは巣箱の近くでま

た大声でさえずり始めた．そしてまた，雌が来ると，近づき求愛のさえずりを始めた．雌

が巣箱に近づいていくと雄も巣箱に近づいていき，雌が巣箱に入らないでちゅうちょして

いると，雄は自分の中に入ったり出たりした．

４月15日になると主に⑤～⑧にかけて行動するようになったが，ときおり周辺にも飛ん

でいって，大きな声でさえずっていた．また，⑫～⑥にかけてときおりやってくるＭ10を，

何度もしつこく追いかけ回した．また⑧ではF10に対し求愛のさえずりをした．そしてし

ばらく一緒にいることが多くなった．Ｆ10はF20がくると威嚇した．ｎｏＭ､硯に対しF10は

威嚇し少し体をふくらました．Ｍ８もｎｏＭ.'に対し威嚇した．しかし，Ｍ８がF20を威嚇

したり追ったりはしなかった．このように侵入してくる他の個体に対して雄と雌の反応に

違いがみられた．Ｍ８はF10がいても，時々他の巣箱に行ったりして姿がみえなくなるこ

とがあった．そんなとき雌はキーッ.キーッというさえずりに似た断片的な鳴き声を出し

た．この日雄どうしが追いかけあって飛びまわる行動がよくみられた．

４月16日になると，Ｍ８はF20と一緒に行動していた．４月１７日，Ｆ８はＭ８とF20の間に
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割って入った．その後Ｍ８はF8と一緒に行動するようになり，F20は⑥近くのアンテナで

キーッ.キーッと鳴いていた．同日，Ｍ８とF8が一緒に行動するようになって，７時20分，

⑥近くでF8はｎｏＭ・叙を威嚇した．Ｍ８もｎｏＭ.Ｊの雄を威嚇した．近くにいたF18はＦ８

に対して威嚇し，ついでF8を追いかけ，②へ移動した．ここでもF18はF8に対し威嚇した．

まわって⑧に来て，F18がF8ととっくみあいをして，F18が勝ってMl8と⑧⑥⑤で一緒に

行動するようになった．しかし，その後またF8は⑩や⑧でとっくみあいをし，結局Fl8は

⑤～⑥にいて⑧に来なくなり，⑧でＭ８がF8に求愛のさえずりをしてもF18は追わなくなっ

た．この後Ｍ８とF8は完全に安定したつがいとなり，一緒にいるようになった．F18は８

時30分に⑥でM10と一緒にいた．Ｍ８はこの２羽を追いはしなかった．その後Ｍ８とF8の

ペアは⑧～⑩を中心に動いていた．９時15分にはＭ８は⑩に刈ったばかりの草を入れ始め

た．一方，⑫の北30ｍでは古い煙突を中心にM20がnoM､早と行動を共にしており，めっ

たに巣箱には来なかった．Ｍ10は時折巣箱のある場所まで来るがＭ８に追い払われ，⑫の

北50ｍの鬼瓦や近くの電線で大きな声でさえずっていた．

４月18～19日，Ｍ８とＦ８はいつも一緒にいるようになり，⑧～⑩を中心に行動するよう

になった．①～⑥にはめったに行かなくなった．この付近にはF18がいた．４月20日にな

ると，M21がきて①～⑥～⑬と広範囲に動きまわり大きな声でさえずり始めた．Ｍ８は⑧

～⑩に来たときのみM21を追い払った．この日Ｍ８はF8と⑧～⑩の狭い範囲をよく動きま

わっていた．４月21～22日，⑩～⑫にかけてM10が占有し，ｎｏＭ.′が⑬を占有し，⑧～

⑨をＭ８ペアが占有し，残った広い範囲をM21が占有することになった．４月23日になる

と，M21が急にいなくなりF18もいなくなった．しかし，M21に代わってM18がやってき

て①～⑤でさえずりだした．⑥～⑫はM22がやってきてさえずりだし，MlOは⑩のみ占有
するようになった．

４月24日になると，M18がいなくなり，代わってＭ３が①～②を中心にさえずりだした．

そしてときおり⑤⑦にやってきていた．４月25日になると，Ｍ３とＦ２が一緒に行動するよ

うになり，Ｍ10がF10と行動するようになった．また③～⑬⑪にかけてはＭ５がやって来

てすでにこの付近にいたF5とつがいになった．⑭はＭ８ペアが占有し続けていることがわ

かった．⑦は空いたままになっていた．４月26日，Ｍ8ペアは空いたままになっていた⑦

をまた占有した．それ以外は昨日と変化なかった．４月27日，⑦にＭ９がやってきてそこ

を占有した．Ｍ５は⑬を捨て⑤を中心に行動するようになった．４月28日になると，Ｍ５は

⑪を捨て⑭を取った．Ｍ９は⑪⑬を取り，夕方には，⑨も占有した．この雄にはF9が一緒

に行動していたが，ときおりＭ３の方へ行くので，Ｍ９はそういったときいつも大きな声で

さえずった．Ｍ３は②でF2と①でF1と一緒に行動しており，一夫二妻の状態になっていた．

⑫にいたM22はいなくなった（後で生存していることが分かった)．４月29日，Ｍ９は⑦～

⑪までを占有した．しかしときおり⑥にF9と一緒に来ていた．⑬にはめったに行かなく

なった．⑫にはｎｏＭ,早が１羽でいるだけであった．４月30日になると，⑫もＭ９が占有

した．⑫の巣の中ではF9とF30がとっくみあって横になっていた．３時から４時半まで続

いた．中では威嚇に出す声を出していた．Ｍ９は近くの茂みにいた．この日，巣箱の中は

①30％②30％⑤30％⑧90％⑨20％⑩30％⑪青葉⑭５％の巣材が入っていた．いずれも青葉

を入れていた．５月１日，M12がやってきて⑬⑭と占有した．そしてFl2とつがいになっ

た．また，③④にＭ１が侵入し占有した．朝に巣箱の出入りがみられ大きな声のさえずり
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も聞かれた．Ｆ９は昼頃から③④のＭ１の所へ行くようになり，その時Ｍ９は大声でさえず

りだした．この日Ｍ７がやって来て，各巣箱に侵入し争いが絶えなかった．５月２日は前

日とあまり変化なかった．

５月３日朝５～６時，⑦にF7がきてF9を威嚇して追い払うようになった．Ｍ９はそのま

まそこを占有していた．しかし７時になるとＭ７がここを占有してしまった．Ｆ７はそのま

まＭ７とつがいになった．Ｍ１はときおり⑥⑦⑧⑩⑪⑭に出かけていきそこの雄に追われて

いた．しかし，９時30分までに⑪の巣箱をＭ９ととっくみあいの争いの結果のっとった．

その後Ml2は⑫に侵入し⑪をのっとったＭ１と威嚇しあった．またＭ１は⑭も占有した．Ｆ

９はＭ１が占有した場所すべてについていったが，時々Ｍ９のいる⑨に戻った．５月４日，

10時30分Ｍ11がしばらく⑥にいて，そこを占有していたＭ５ペアが戻ってきたとき口を大

きく開けて防御の姿勢を取った．するとＭ５は⑤に戻り⑥を捨てた．１０時41分，⑥にＭ１が

くるとＭ５は威嚇をして追った．しかし，４５分またＭ１が来てもかまわなくなった．しばら

くしてF6が来てＭ１は求愛のさえずりをした．すると，Ｆ９がすぐに来てF6に対し威嚇をし

て追い払った．⑪では朝からF14がいてF9をよせつけなかった．しかし，③④⑥はＭ１と

一緒にF9が占有し続けることになった．この状態は，１羽の雄が２羽の雌を持ち，その

内の１羽の雌が２羽の雄と一緒にいる状態である．Ｍ１が大きな声のさえずりをしてＦｌ４

を⑥に呼ぼうとしていたが，常にF9に追い払われた．Ｍ１も時にはF9をつつこうとしたが，

F9を追いきれず一緒に行動することも多かった．５月５～７日は４日とほとんど変わり

がなかった．

５月８日になると，M12がめったに行かなくなった⑬にM11とｎｏＭ・早が出入りするよ．

うになった．一方F9はあきらめてＭ９とだけ行動するようになり，本格的に⑨で巣づくり

を始めた．代わってF6が③④⑥にいるようになった．Ｍ１はあいかわらずF14を⑥につれ

てこようとしていたが，Ｆ６に追い払われ来ることができなかった．Ｍ１はF6に求愛のさえ

ずりもしたが追うこともあった．しかしF6は去らず，むしろ雄に近づき小声で鳴き交尾

姿勢をとり交尾されることもあった．⑭は追い払う雌がいなかったのでFl4は⑪と⑭を行っ

たり来たりしていた．②ではF2が，⑧ではF8が，⑩ではF10がこの日，初卵を産んだ．

５月９日，Ｍ３が前日に死亡したために（死体拾得）状況は大きく変化した．②はＭ７が

侵入し，前日１卵あったF2の卵が外の地面に落とされていた．Ｆ２はＭ７を追い払いはして

いなかった．Ｍ７は元の巣材も大部分運びだした．①ではまだF1は産卵を始めていなかっ

たがＭ１がそこを占有した．５月１０日，Ｍ１は進展しない⑥に嫌気がさしたか，①と⑭だけ

を残して③④⑥⑩を見捨てた．そして①のF1と⑭のFl4の一時的な一夫二妻の状態になっ

た．その後，すぐに⑪はM11が移動してきて，F11とつがいとなり，③④はＭ４とＦ４が占

有した．⑥ではF6の所にＭ６がきてつがいになった．⑬ではM13とF13がつがいとなって

落ち着いた．②ではあいかわらずＭ７が占め一時的な一夫二妻になっていた．

５月11日になると⑭にM14がやってきてF14とつがいになった．Ｍ７は前日と変化なかっ

た．５月12日，MlOがいなくなると（おそらく死亡)，代わりにMl9がきてＦ１０とつがい

になった．５月13日に，５月１日に①付近をうろついていたＭ２が，②に来てF2とっがい

になり，Ｍ７は来なくなった．この後も何羽かの侵入者が来ていざこざがあったが大きな

変化はなかった．③は④で営巣したM4F4に追い払われ，どの個体も営巣できなかった．

この間は２ｍしか離れていなかった．営巣した最短距離は⑧と⑨の８ｍであった．
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全体として，早く渡来したものは，早く安定したつがいを形成する傾向があった．また，

早く安定したつがいを形成したものは，早く産卵を始める傾向もあった．

ｃ・営巣場所の確保

巣箱（営巣場所）確保のための動きはいろいろな例がみられるが，ここでは前項のC地

区の1988年の例を中心に述べることにする．しかし，必要に応じ前年の例も引用した．

ｉ)．巣箱をめぐる攻防

1988年５月１日，⑦はＭ９とＦ９が占有していた．午前６時25分，これらがいないとき，

⑩を占有していたM10とF10が飛来して，MlOが中に入りFlOがのぞいた．するとどこか

らかF9がやってきて，Ｍ10とF10を追いかけた．Ｆ10はすぐに逃げ去りM10は残った．そ

の時，⑤にいたＭ５がやってきて，Ｍ10を追い払った．Ｆ９はこんどはＭ５をしつこく追い

回し始めた．この時⑤に、ＣＭ・叙が侵入したのでＭ５はすぐに⑤の方へ戻った．しかしま

たすぐに⑦に引き返し，Ｆ９に追い回された．けれど，すぐには逃げ出しはしなかった．

この時－才鳥のMl5がやってくると，Ｍ５は追い払った．しばらくしてＭ９がやってきてやっ

と⑤と⑦の間の⑦寄りの地点の電線に逃げた．しかしここでＭ５が大きな声でさえずりを

始めたので，Ｍ９はそこまで行った．するとＭ５はようやく⑤へ戻った．

同日７時17分，この日の朝に始めて渡来し⑥でnoM.¥に求愛のさえずりをしていたＭ

７を，Ｍ５は２度追い払った．数分するとＭ７は，⑦でF7に求愛のさえずりをしていた．そ

して数回巣内に入った．ｎｏＭ.¥がくるとＦ７は威嚇した．Ｆ９が来るとＦ７とF9は威嚇しあ

い，またF9とＭ７もお互い威嚇しあった．そうこうしているうちに，早朝にＭ９に追われ

たＭ５が⑦にやってきて，Ｍ７に突進した．Ｍ７は逃げず，とっくみあいの争いになり落下

した．しかしＭ５は負けてしまい⑤へ戻り，Ｍ７は追撃したがすぐに⑤から⑦に戻った．そ

してこんどは，Ｆ９を⑨まで追っていって，また⑦に戻った．しかし，Ｍ９が⑦に戻ってく

ると威嚇され，逃げて②まで行った．ここでもＭ３に追い払われた．

同日，８時09分になると，⑨の近くでＭ９は，Ｍ１とＭ７を追い払った．そしてＭ９は，⑫

でさえずりが聞こえるので，そちらの方へ飛んでいった．Ｍ１がその後⑦へ行くと，Ｍ５が

⑤からやってきて，威嚇をし攻撃した．するとすぐにＭ７がやってきて，こんどはＭ５とＭ

１の両方にＭ７が威嚇した．Ｍ９が⑫の方に行っていたが，すぐに⑦に戻り，攻撃してこれ

らの雄を追い払った．

Ｍ１は朝のうちに③④を獲得していたが，あちらこちらと巣箱を見て回っていた．Ｍ７も

あちらこちらと見回って，その主がいないときには求愛のさえずりさえしていたが，結局

追い払われ巣箱を占有できずにいた．

これらの動きをもとに，営巣場所に関した行動の特徴をまとめてみよう．

ｉｉ)．所有権の安定と場所による順位関係

⑦での攻防の後の，各個体のいろいろな場所での占有の関係は次のとおりであった．

５月１日，９時45分頃⑤近くのクワの木で，９時55分，１２時43分，１２時47分に⑥でＭ７

はＭ５に威嚇された．同日，１７時30分⑥でＭ５はＭ７ととっくみあいの後，お互いに威嚇を

しあうがＭ５が勝った．Ｍ７は⑦へ行き，後でＭ９に追われた６同日，１２時30分，Ｍ10は⑩

でＭ７を威嚇し，⑧に移りもう一度威嚇した．するとＭ９が⑧に来てM10は⑩に戻った．同

日，１２時20分，Ｍ１が⑦に来て巣箱をのぞいた．するとＭ９とF9がきて，追い払い，Ｍ９は

③④まで追いかけたが，ここまできて逆にＭ１に追われた．
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５月２日５時頃，④付近で，Ｍ１はＭ７に突進して追い払った．７時すぎに④付近でＭ１

はＭ７に威嚇した．７時23分，③にＭ７が来て巣箱に入った．Ｍ１が来るとＭ７は出て，こん

どはＭ１が入り，口を大きく開けて中から威嚇し，その後出て追い払った．同日，４時３０

分，⑥で，Ｍ５はＭ７を追う．逃げたＭ７は⑬でM12に追われ，M12はあとで大きな声でさ

えずった．６時11分，６時19分，⑥でＭ５はＭ７を追ったが，④⑥の間の，前に争った場所

で追跡を止めた．同日，７時１０分頃，Ｍ７は⑥に来て大きな声でさえずった．ｎｏＭ．¥が

来て，Ｍ７はすぐに求愛のさえずりに移った．しかし，すぐにＭ５が来て，巣穴に止まり巣

内をのぞいた後，Ｍ７と、ＣＭ・早を追った．つぎにF5が来てこのｎｏＭ・早を追いかけた．

しかし，いつもの場所に追い詰めた後Ｍ１が来てＭ７を追い払った．Ｍ５とＭ１は争わなかっ

た．同日，６時23分，Ｍ９はＭ５に⑤付近で追われた．

結局⑦でいろいろなことが起こっても⑦でＭ９の優位は変わらず，また他の巣箱での優

位関係も変化せず，場所によって決まっていた順位は変化なかった．

iii)．複数の巣箱を確保しようとする傾向

Ｍ５は自分の巣箱が⑤⑥と２つもあり，またＭ９に追い払われたのに，しつこく⑦に行き

Ｍ７やＭ１を追い払おうとした．特にＭ１に対しては，１０ｍも離れていない③④では追い払

うのを止めてしまったのに，２０ｍも離れた⑦にＭ１が来ると追い払った．

４月29日６時43分にも，Ｍ５は，⑧に行ってＭ８ペアにも追い払われている．十分占有し

た巣箱と地域があるようでも常に占有場所の拡大を狙っている．その証拠にこの日の朝に

すでに30ｍ離れた⑭を占有した．だから，Ｍ５は折りあらば⑦も狙っていたと思われ，５

月１日にじゃまなM10やＭ１がそこに来たとき，追い払いにかかったと思われる．

こういったできるだけ多くの巣箱を確保しようとする傾向は，どの雄にもふつうにみら

れ，200ｍ～300ｍ離れた巣箱でものぞいて回ることさえある．特に４月の中旬は渡来数も

少なく，簡単に多くの巣箱を占有してしまう．たとえばＭ８は４月13日に渡来し19日まで

ほとんど全ての巣箱を占有していた．このような複数の巣箱を確保しよという行動は，マ

ダラヒタキでもよく知られており（Haartman,1956;Alatalo,1981)，一夫多妻がかなり

生じている．

ｉｖ)．順位の認識

Ｍ７はＭ９に負けたからといって，その後⑦にもう来なくなるなどということはなかった．

⑥でＭ５に追い払われた時，⑦に戻っている．Ｍ７が⑦へ行ったのは，この場所ではＭ５よ

りも自分が強いということを理解していることを示している．そしてすぐにＭ９に追われ

たのは，Ｍ９よりはここでは弱いことも同時に理解していることを示している．そして何

度もここに侵入し，結局，２日後の５月３日の朝に，Ｍ９は根負けし，Ｍ７はこの場所を自

分のものとしたのである．このように巣箱の場所を抜きにしてどちらが強いかはいえない．

ある場所に関していえばある個体とある個体との優劣関係がある．たとえその場所で最も

優位でなくとも，ある個体に対しては優劣の関係があり，最も優位の個体がいなくなれば，

即そこの占有者なのである．

ｖ)．先住者の優位性と，のっとられるときの状況

たいていの場合，最初にそこに来たものがそこの場所で優位になり，侵入者に威嚇をし

て追い払う．とっくみあいになった場合でも，大部分最初にいたものが勝ってしまう．た

だし，勝ち負けは繁殖段階や侵入者のしつこさによっても違い，繁殖段階が進むにつれ，
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２つ以上の巣箱を占有していた場合，あまり重要でない方には行かなくなったり，必要と

しなくなる．そういったとき，侵入者がしつこく侵入し，とっくみあいにまでなった時な

ど，そこを捨てる場合がある．とっくみあいをしなくても，口を開けて身構えるだけでも

捨てることさえある．また，重要としない方にはあまり行かないため，侵入者が長い間居

座ることが多くなり，なおさら侵入者を勢いづかせる．のっとりの状況を以下に示してみ

る．

５月３日８時58分，Ｍ１は⑪で大きな声でさえずった後⑧へ行った．するとM10も⑧へ

行き威嚇をした．するとＭ８が⑧に戻ってきてこの２羽を追った．Ｍ１とM10は⑩に行き，

Ｍ１はM10に追われ④に戻り，ここで大きな声でさえずった．このようにして④を足場に，

⑪などに侵入を繰り返し，そこで大きな声でさえずって，しだいにそこに慣れていき，つ

いに９時10分，Ｍ１は⑪でＭ９ととっくみあいをして，Ｍ９を追い出し⑪を獲得した．この

時のＭ９の残った⑨の巣箱は巣材は10％で，つがいであるF9の仲は非常に不安定であった．

しかしＭ９は⑨で大きな声でさえずっていることが多く，⑪にはあまり行かなかった．

５月４日，⑥では１０時１８分と28分にＭ１が出入りし，２８分には大きな声でさえずってい

た．しかしその都度追い払われた．３３分Ｍ11が来て出入りし，大きな声でさえずった．Ｍ

５が来て追い払おうとしたが，枝の上で姿勢を低くし口を大きく開け身構えた．するとＭ５

は近くに来ていたｎｏＭ.¥を追い払って，Mllを追い払わず⑤に戻ってしまった．１０時４１

分，Ｍ１が来るとまたＭ５は威嚇をして追い払った．しかし10時45分に観察したときは，Ｍ

１が⑥にいて求愛のさえずりをし，４８分には青葉を雌の前でくわえても，Ｍ５はもはや追い

払いはしなかった．この時，Ｍ5ペアの巣づくりした⑤は巣材が80％も運び入れられてい

た．しかし⑥にはほとんど何も入れていなかった．Ｍ５は根負けをしたとしか考えられな

い．

しかし残った巣箱が最後の一つで，これ以上捨て去れないときは，死にもの狂いで戦う．

VTRと直接観察によれば，前年の1987年５月７日，⑥にF22とつがいになったM22は，巣

づくりが一段落し初卵の２日前に，９時から11時45分まで採食に出かけていてしばらく留

守にしていた．その間の９時35分にＭ１がやってきて，まずおそるおそる中をうかがった．

一時立ち去り１０時15分にF28も一緒にやって来た．雄は中には入らず，中をうかがってい

たが，そのうち求愛のさえずりを始めた．雌は巣箱に出入りを始めた．雄は11時25分になっ

てようやく青葉をくわえ中に入ったが，その後大胆になり何度か出入りした．

Ｍ１は11時45分になって，F22が戻ると立ち去った．１１時58分Ｍ22ペアもまた去った．

しかし，Ｍ１とF28は12時１１分頃また来て近くの枝に止まった．１２時12分12秒，Ｍ22ペア

が戻り，F22はまず穴に止まり，M22はすぐにＭ１を追った．F22も続き，１２分16秒にまた

巣穴に戻って穴に止まり，また下りた．M22に追われるＭ１は巣箱に入ろうとしたが，F

22が突進し背中にくちばしで食いついた．次に'2分20秒にM22が突進し組みつき２羽とも

落下した．１２分35秒，F22は中に入り，穴に止まり口を開き威嚇した．またＭ１が来てとっ

くみあって落下し，Ｍ１は逃げ去った．Ｍ22ペアは12時30分までここにいたが，その後採

食のため去った．１２時40分になるとまたＭ１とF28が現れ，本格的に出入りを始めた雄は

ときおり青葉や巣材を入れた．F28はＭ２2ペアが入れた巣材を出し始めた．

こうした状態が17時35分まで続いた．１７時35分23秒，F22が帰ってきてすぐに巣箱に飛

び込んだ．続いてＭ１が追いかけ飛び込もうとして巣穴に来た．こんどはF28が来て35分
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２６秒にむりやり中に入った．３５分43秒，M22が戻り追い合い，M22は上からＭ１をつかん

で落下した．３６分15秒，M22は巣穴に入った．１６秒，Ｍ１も巣箱に飛び込もうとして穴に

来た．M22は中から迎え撃ちくちばしでつついた．Ｍ１は穴のへりに足をかけるが２～３

度落ちた．Ｍ１は今度は穴の中に体を半分入れるがまた追い戻される．しかしそのとき片

足でM22をつかんで放さず，M22の首をつかんでつり下がった．そして威嚇の声を出した．

１７時41分，Ｍ１はM22をようやく放し，反撃し巣内に侵入した．中から「キキキキ，キキ

キキ」の声がした．１７時50分にいままで巣内でF22ととっくみあっていたF28は，巣箱か

ら出て逃げ去った．F22も外へ出てこんどは中をうかがった．１度中へ入るがまた出た．

F22は18時44分までいて去った．しかし，M22とＭ１はそのままとっくみあったまま一夜

を明かした．朝になって４時20分にF22は戻った．雄どうしはまだとっくみあっていた．

Ｍ１は出ようとしたが，足をつかみ合っていて，巣穴からつり下がった．この時F22はＭ１

をつつこうとし，Ｍ１はようやく逃げ去った．結局元からいたものが勝った．後で巣内を

見たら中は血だらけであった．

２つ以上の巣箱を占有していたものがのっとられると，のっとられたものは，自分が占

有する巣箱にたち戻る．時には巣箱に入ったり，巣穴に止まったりする．そして巣箱の場

所でお互いに主張し合うことになる．とられた巣箱ぎりぎりまで優位地域を守ろうとはし

ない．もし相手が自分の巣箱に近づいて来過ぎたときは追い払い，行き過ぎたときはまた

逆に追われ巣箱に舞い戻る．このように巣箱を拠点とした追い合いにより，ほぼ中間地点

に優位地域の境界が決まってくるものと思われる．お互い中間地点まで出かけていってそ

こで境界を決める特別な行動を示すといったことはない．

ｖｉ)．侵入者に対する反応

巣箱の占有者は，自分が最初からそこにいれば，すぐに侵入者に近づいていって，威嚇

をするか突進するかして追い払う．しかし，しばらく留守にしていて帰ってきたときは，

「キキキキ」の声をだしながらまず巣箱に入ってから，出て追い払う．時には中から巣穴

に止まり，黒い口内がみえるようにして威嚇する．また時には外から何度も巣穴に止まり

翼をふるわし，振り向いて追いまた戻って追う動きを繰り返すことがある．これはこの巣

箱が自分のものだということを侵入者に示しているのだと思われる．また，結局は巣穴に
入った方が勝つので巣穴にまず入るのだと思われる．

侵入者への雄の攻撃は巣箱を獲得したばかりの頃が最も激しく，３０ｍ離れていても追い

払ってしまう．その後には全く利用しないような，瓦の屋根や電線やアンテナに止まった

ものでさえ追い払う．それはつがいを形成しほとんど大きな声でさえずらなくなった雄で

も同様である．しかし繁殖段階が進むにつれ，しだいに遠くのものは追わなくなり，産卵

が始まる頃にはせいぜい１０～15ｍの範囲しか追い払わなくなる．

他の雄の優位な地域内に侵入者が止まったときも，自分の巣にあまりにも近ければ，そ

この優位者が姿をみせないときに限り追い払ってしまう．たとえば，Ｍ９は約８ｍ離れた

⑧に侵入者が来たとき，Ｍ８がいないときは頻繁に追い払った．またM10は⑧に他の雄が

来たとき，Ｍ８とＭ９がその付近にいないときに限り，⑧まで出かけていって追い払った．

逆に，５月２日６時14分にｎｏＭ・ざ'が⑧に来たときは，まずＭ８が追い払い，ｎｏＭ.c''は⑨

へ行った．すると⑨ではＭ９が､ＣＭ・Ｊ１を追い払った．この雄は⑥に行き，またＭ５に追い

払われた．各巣箱を占有している個体は他の巣箱の優位者がいるかぎり自分の優位地域か
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ら出なかった．

vii)．優位地域の意味

図２で示したそれぞれの雄の優位な地域の範囲は，巣箱を中心とした，他の雄に対して

最も優位な地域であることを示している．この優位な地域はコムクドリにとって具体的に

どのような意味を持っているのだろうか．

営巣場所は繁殖期のこの時期には最も重要であり，この獲得のために激しい争いがある

ことはすでに述べた．２つ以上の巣箱を持つ雄は，その１つをのっとられた場合，のっと

られた巣箱付近からだけ後退するのでなく，残された自分の巣箱とのほぼ中間地点まで優

位な地域を後退させる．これは防衛するべきものが広い地域なのではなく営巣場所なのだ

ということを示唆している．

ある雄の優位地域の範囲と隣の雄の範囲との境界は，むしろ隣の雄との「了解線」といっ

たほうが良いと思われる．雄は，隣の雄がそこを越えなければ，近づいて来ても全く無関

心である．境界を越えれば近くへ行って追い払うが，激しいものではなく，ただそこへ飛

んでいき威嚇するだけである．しかし隣の優位地域に飛来した他の侵入者に対しては，そ

の地点が自分の巣に近ければ，隣の雄がいない時に限り，その了解線を越えてでも追い払っ

てしまう．だからその境界の中の優位な地域というのは，隣の雄とだけ侵入する意志が無

いことを了解し合った範囲であるともいえる．

斎藤（1986b）は，ムクドリでは巣穴そのものが防衛の対象だとし，なわばりは巣穴を

中心として形成されるとしている．また，Feare（1984）はホシムクドリのなわばりを，

巣穴から半径0.5～10ｍ程度の範囲内だと考えており，この範囲が防衛されるとしている．

ムクドリやホシムクドリはコムクドリと似た生活様式を持っているので，これらの「なわ

ばり」は，いまコムクドリで示した優位地域を意味しているように思われる．

価)．雄から雌への攻撃，雌から雄への攻撃，雌どうしの攻撃

最初の頃，雄がつがいを形成しない段階では，雄はめったに雌を追い払わない．来た雌

すべてに雄は求愛のさえずりをして追いはしない．たとえつがいの雌がいるようでも，めっ

たに追わない．そんなときは一緒にいる雌が突進したり，威嚇して追い払う．雄が最初の

頃追わないのは，おそらく雌とのつがい関係が不安定なことが理由であろう．個体識別し

ないときは最初の頃からっがいが決まり一緒に行動しているようにみえるが，実際はかな

り不安定である．例えば，Ｍ８は４月１４日から17日までに，ｎｏＭ・早，Ｆ１０，Ｆ20,Ｆ８，

noM･早，Ｆ８と５回つがいを変えた．その間しょっちゅう求愛のさえずりを繰り返した．

その後F8と一緒に行動するようになり，他の雌を攻撃したのは29日になってからであっ

た．この日の巣には巣材が70％ほど運び込まれていた．雄の雌への攻撃は突進するときと

威嚇するときがある．もし威嚇しても逃げないときは直接攻撃になることもある．

また，雌が逃げないときには攻撃行動が求愛のさえずりに変わることさえある．逆に，

ある雄はつがいの雌が巣箱に入っているときに，飛来した雌に近づき求愛のさえずりを始

めたが，っがいの雌が巣箱から出てくると急に威嚇し追い出しにかかった．こういう例は

２例みられた．

雌から雄への攻撃や威嚇はあまりみられないが，一応つがいを形成し，ある場所を雄に

ついて占有しているときに，侵入者の雄に対しては威嚇や突進をする．特に繁殖段階が進

めば激しく攻撃をする．
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雌の雌に対する攻撃行動は，さっと雄との間に割って入る行動，威嚇，とっくみあいな

どがあり，威嚇やとっくみあいは雄どうしと同じで，お互いの足をつかんでぶらさがった

り落下したりする．また中には巣箱の中で争いお互いの足や体をつかみ，倒れて１時間も

つつきあっているなどということがある．ときおり，巣箱の中が血だらけなのは雌どうし

の争いが原因のこともある．

ｉｘ)．雌の巣箱の占有状況と一夫多妻

巣箱を獲得していく過程で，ときおり一時的な一夫多妻がみられた．一夫多妻について

検討する上で大切なことは，一夫多妻が規則的なものかどうか，また背景や形成過程がど

うであるかということである．例えば，オオヨシキリ（江崎1986)，ミソサザイ（羽田・

小境1971)，セッカ（上田1986）が規則的であり，セグロセキレイ，ウチヤマシマセンニュ

ウ，シジュウカラ（山岸1984,1986より）などは例外的である．これら広いなわばりをも

つ種類にはその背景や形成過程についても研究が進んでいるものが多い．先に述べたマダ

ラヒタキでも一夫多妻がかなりの頻度で起こっており，複なわばりとの関連で研究されて

いる．ムクドリ属ではすでにコムクドリで牛山（1976）が１例だけ報告しており，ホシム

クドリでも知られている（Fearel984)．しかしどの程度の頻度で起こるのか形成過程に

ついてはまだ詳しくわかっていない．また山岸（1984）は配偶関係を含めて鳥の社会研究

に雌の役割を重視する必要があることを指摘している．そこでこの項では，コムクドリの

雌の巣箱占有の過程とそれに付随して起こる一夫多妻について述べたい．

雌は最初は，ある巣箱が占有しさえずっている雄のところに行き，つがいになりその場

所を占有する．また，雌はいくつかの場所を，雄が違っても広範囲に動き回り，鮫も良い

条件の場所を選ぶ動きがみられる．つがい関係も渡来初期は非常に不安定で，侵入した他

の雌に相手を簡単に渡してしまうことも多い．特に最初は，雄が侵入した雌を追い払って

はくれないので，のっとられることが多い．しかし，つがい関係が安定してくると，めっ

たにつがい関係をこわされることはなくなる．巣箱の占有は普通つがいの雄が占有した場

所を同時に占有する．雄が占有した1つを失えば，雌も同時に失ってしまう．

雌が，雄の占有する巣箱の１つを侵入した雌にのっとられたときで，雄が侵入した雌を

許容した場合，一時的に一夫二妻，時には一夫三妻にさえなる．このとき雌どうしはお互

いに排他的である．この配偶関係は非常に不安定で大部分が鹸終的には一夫一妻となって

しまう．結果として，あまり雄が行かなくなった方の雌は，他に良い場所がなければそこ

に留まり続け，他の雄が来たときにつがいになり繁殖する．時には，雄が他の雌のほうに

ばかり行きあまり自分の方に来なくなると，その雄を嫌って追い払ってしまう．逆に，一

方の雌が100％の巣材を運び入れ，もう片方が産卵を始めた例もあった．この例は雄が死

亡したためその後の進展はなかった．一方F9はＭ９とつがいになったが安定せず，かなり

の期間Ｍ９とＭ１との間を行ったり来たりしていた．これは一時的であるが一妻二夫であり，

肢も良い条件の場所を選ぶ雌の動きが顕著に現れたのであろう．

このように雌は，つがい相手が死んでも，あるいは一夫二妻の形になっても，自分の占

有した巣箱をなかなか放さない．時には，つがいの雄がいたとしても他の雄の占有する巣

箱をまた自分のものにしようとする．雌は必ずしもつがいの雄に従属的でなく，繁殖する

ために最も良い条件を求めて行動している．これらのことはコムクドリの一夫多妻が生じ

るのは，雌が営巣場所を確保しようとする行動が一因であることを示している．
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。、雌を引き寄せるための行動とっがい形成

ｉ)．雄の大きな声のさえずりの意味

1988年５月４日，Ｍ９は非常に大きな声でさえずっていた．それはF9がしょっちゅう他

の場所へ行っていたからで，いなくなると大声でさえずりを始めた．しかしF9が戻って

くると，さえずりを止めた．５月８日にやっとF9が他の雄の所へ行かなくなり，Ｍ９と完

全に安定したつがいになると，少しくらいF9がいなくても雄は大きな声のさえずりをし

なくなった．1987年５月２日，つがいが形成されると雄と雌は採食中も一緒に行動するが，

M22は雌とはぐれた．何度も⑥に戻ってみたが帰っていない．しばらくしてM22は非常に

大きな声でさえずり始め，雌が飛んで来ると手当たり次第飛んでいって確かめ，つがいの

雌と違うとまた⑥に戻るということを２時間続けた．１５時４分，つがいのF22が戻ると何

事もなかったように静かになった．また，独身の雄も同じようにいつも大きな声でさえずっ

ていた．これらのことは，大きな声のさえずりが遠くにいる雌やつがいの雌を引き寄せる

ためのものだということを意味している．

、)．雄の求愛行動と雌の反応

1988年４月17日，Ｍ８は大きな声のさえずりの後，F18に対し求愛のさえずりをした．

F18はくちばしをやや斜めに上げ落ち着かない様子で，尾を少し上げ動かしながら，小さ

な声で鳴きはじめた．そしてもっとＭ８に近づき同じようにやった．雄はその間求愛のさ

えずりを続けた．これは雄の求愛のさえずりに対する雌の反応である．この後２羽は何事

もなかったようにふるまったが，これ以降一緒に行動するようになった．この行動はつが

いが形成されるとしなくなるので，求愛に対する承諾の返事のような意味を持つものと思

われる．

1987年５月４日，⑦でM25はF9とつがいを組んでいたが，Ｆ９はしょっちゅうどこかへ

行っていて留守だった．まだつがいの結びつきが不安定だったと思われる．９時40分⑦で

M25が大声でさえずっていた．しばらくして⑩にいたF10がやってきた．この雌は⑩にも

行ったり来たりしていた．するとM25は大きな声のさえずりをやめて，すぐに求愛のさえ

ずりを始めた．そしてF10はM25と巣箱に近づいた．M25は次にカキの青葉を取ってきて，

巣箱へ少しづっ近づいた．雌も巣箱へ近づき，中をうかがった．その後F10は⑩の方へ去っ

たがM25は追わなかった．巣箱には青葉を入れず，雌が去った後，くちばしを振りながら

少しづつ落とした．このようなことが２度続いた．しばらくして，Ｆ９が⑦に来てF10を追

い払った．同日，１７時40分，M25は５分位大きな声のさえずりを続けた．ｎｏＭ．￥が来た

ので，M25は青葉をくわえ求愛のさえずりを始めた．雌が少し離れると，雄は青葉をくわ

えたまま⑧へ行き，雌も後を追った．雄は先程の青葉をくわえたまま，求愛のさえずりを

した．雌は雄に近づいた．

1978年５月17日，B11でM31が巣箱に一度入って，出た後，F31は巣穴に止まり中をの

ぞいていた．しばらくして，雌はそこを離れて近くの枝に止まった．すると雄はニセアカ

シァの青葉をくわえてきて雌の近くに止まり，雌にみえるようにそれを落とした．そして

また雄は巣箱に入った．この２羽は後でつがいになり繁殖した．また５月24日，Ｂ10で，

noM・ざ'はニセアカシアの青葉を枝からとって巣箱に入り，くわえたまま巣穴から顔を出

し引っ込めたりした．その後，顔を出し，５０cm下にいるｎｏＭ.早の方にその葉を落とした．

1986年４月26日６時⑥で雄が大きな声でさえずっていると雌が来た．すると雄は巣箱に
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入り中から求愛のさえずりの声で鳴いた．そして雄が出た後こんどは雌が入った．すると

雄は青葉をくわえようとした．その後，雌が入り出て，雄が入って出た．雄は枯れ枝を入

れた．しかし，雌は枝に止まったままでしばらくして去った．求愛給餌は，どの時期にも

全く観察されなかった．

iii)．昨年のっがいとの関係

両方に標識できたつがいがまた翌年両方とも戻ってくる例で，確認できた６例のうち，

翌年も同じつがいになった例はまったくなかった．これらは渡来する場所はほとんど同じ

だが，渡来時期は必ずしも同じではない．ふつう早く渡来したものがすでに他のものとつ

がいになっており，特にそこにまた無理に割り込んだり，その時つがっている相手を捨て

て前年の相手と一緒になろうといた行動はみられなかった．

ｉｖ)．つがい形成についてのまとめ

飛来し巣箱をみつけた雄は大きな声のさえずりを行なって雌を呼ぶ．この声は大きく遠

くまで響く．必ず巣穴に類したものがあって初めて大きな声のさえずりを始める．なかに

は鬼瓦の隙間の前で大きな声のさえずりを始めるものがいる．また大きな声のさえずりは

雌を呼ぶだけのためで雄に対する威嚇の意味はない．なぜなら安定的なつがいを形成した

雄はめったに大きな声でさえずらなくなる．雄が侵入してきても大きな声のさえずりをす

ることはない．ただし，争いが終わった後で，あまり大きくない声で少しさえずりをする

ことがあるが，これは雌を引き付けておくためのものだと思われる．また雌が産卵中に同

じようなさえずりをすることもある．

雌が来た後はなんとか雌に自分と巣箱を気にいってもらうように求愛のさえずりをする．

この時雌も反応すれば，っがいは形成されたといって良い．しかし，中には巣箱の様子が

気になってか簡単につがいにならないで去ってしまうものも多い．それに，巣箱の中に入

るのをちゅうちょするものも多い．そこで雄が入って求愛のさえずりしたりして安全な巣

箱であることを示すのだろう．また青葉は巣箱の中が清潔なことを示しているのではない

かと思われる．このようにして，雄は雌を自分自身と巣箱を雌にアピールし，雌を獲得す

る．

３)．交尾とっがい外交尾

1987年５月４日１７時８分，M22の求愛のさえずりの後F22は尾をこきざみにふるわせた．

その後雄が近づき交尾をした．この日は初卵日の５日前であった．1988年５月１７日７時５

分，⑤近くでＭ５が求愛のさえずりで，「クチュクチュクチュ…」と鳴いた．するとＦ５は

雄に近づいた．雄は上に乗り交尾し，その間「クチュクチュクチュ…」と鳴いた．この日

は初卵日の前日であった．これらは普通のっがいの交尾である．

しかし，その後すぐにつがいをやめ，また産卵まで13～24日もあったのに交尾をした雌

の例があった．1987年４月17日，８時，Ｆ１は②付近のケヤキの木で体をふるわした．す

るとM10は近づいて交尾をした．またすでに述べたように，1988年５月８日，Ｆ６はＭ１に

追われることもあったが，Ｆ６は去らずにＭ１に近づき，小声で鳴き交尾姿勢をとり交尾さ

れた．これらは実際の交尾ではなく，雄につがい形成を迫るものだと思われる．

一方，まったくつがいとは関係のない雄が雌に交尾を迫ることがある．1987年５月７日，

18時，M22とＭ１が争って巣内にいるとき，外に出ていたF22に対してとなりのM23は青

葉をくわえ近づき尾をこきざみにふるわせた．またその後、ＣＭ・叙がきて求愛のさえずり
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の声を出した．F22は追ったが，追いきれず結局３回の交尾をした．この日は産卵の２日

前であった．1988年５月19日⑦近くの電線にF8がいた．Ｍ２が来て，威嚇の姿勢で近寄り

その後尾を振り始めた．雌は離れたが雄はなおも近寄った．同年，５月中旬⑨の上でＦ９

に対しっがい相手でないＭ７が近づき尾をこきざみにふるわせた．しかし，雌はそれに応

じず，逆に雄の背に乗って下りた．

これらの例は，雄が雌につがい外交尾を迫るものと考えられる．しかし，めったに成功

するものでなく，相手にされない．成功した例は，雄どうしが争い，雌の状態が非常に不

安定な状況に置かれたときのみであった．また，雌がつがいでない雄の背に乗るのは拒否

の意志表示の意味をもっていると思われ，２例観察した．

Mckinneyほか（1984）によるとつがい外交尾（以後EPC）は26科104種の鳥に知られ

ている．この中でアマサギ（Fujioka＆Yamagishil981)，ヒメアカクロサギ（Werschk‐

ull982)，シロトキ（Frederickl986)，ハクガン（Mineau＆Cookel979)，セグロカモ

メとニシセグロカモメ（MacRobertl973)，ウミガラス（Birkheadetajl985)，ショウ

ドウツバメ（Beecher＆Beecherl979)，ハゴロモガラス（Brayetajl975)，ミヤマガラ

ス（Rdskaftl983)，などのコロニー繁殖の烏はかなりの頻度でＥＰＣがみられ，ＥＰＣは

コロニー繁殖の烏にとってかなり普遍的な現象らしい（Gladstonel979，上田1987)．ま

たBirkhead（1978）やGladstone（1979）は密集して営巣する個体群にＥＰＣが多いこと

を示唆している．なかば集団で繁殖するホシムクドリでも，ＥＰＣがみられることが知ら

れている（Fearel984)．しかしコロニー繁殖でなくてもＥＰＣがみられ，ルリノジコでは

研究が進んでいる（Westneatl987a,ｂ,Westneatetaj1987)．ＥＰＣを調べる際重要なの

はすでに述べたことの他に，どのくらいの頻度でＥＰＣがその個体群で起こっているか，

EPCはいつ起きるか，ＥＰＣをどのように防ぐかということである．Westneat（l987a,ｂ）

は雌が夫から離れる時間を調べたり親子の遺伝を調べることによってルリノジコでＥＰＣ

の頻度を明らかにした．この種ではＥＰＣは初卵日の３日前が最も盛んであるとも述べて

いる．Power等（1981）はホシムクドリで雄が雌をEPCから守るために，雌が一腹の卵

を全部産み終わるまで雄は抱卵に入らないことを明らかにした．

交尾を邪魔する例も観察された．1988年４月27日５時，Ｍ５はF5がみえなかったのでさ

えずった．するとまだつがいを持たないF9がやってきた．しかしすぐにF5がやってきて

Ｍ５と⑤の上の電線で交尾をした．その時，Ｆ９は足で蹴るようにしてこの交尾を邪魔した．

F5はF9を威嚇をして追い払った．５月２日６時10分，⑧の近くの枝でＭ８とＦ８は交尾をし

た．するととなりのＭ10がやってきて交尾を邪魔し，MlOはＭ８に追い払われた．このよ

うに，雄も雌も他のつがいの交尾を邪魔する傾向がある．

２．巣づくりから渡去までの動き

ｌ)．巣材運びと巣づくり

つがいが安定してくると，本格的に巣づくりを始めるようになる．巣づくりは初卵日の

３週間前から始めるものもいるが，ふつうは２週間前頃から運び込まれる．その後３～５

日で産座がきちんと敷かれ完成する．しかし，完成しても時々補充され，抱卵期にも雄と

雌が巣材を入れ，育雛期にも少数運び入れた（表３)．

巣材運びは主に午前中に行なわれる．1987年⑥の巣材運びが盛んだった２日間ではほと

んど午前中に運び込まれ，それも５～８時にかけてが多かった（表４)．それ以外の時間
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近くの樹上でつがいで羽づくろいなどして休息していた．

巣材となるのは主に松の枯れ葉だが，場所によっては竹の枯れ葉のこともあるし，イネ
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横，深さの順に，11例で平均8.0,9.8,6.4cmであった．

２)．青葉を入れる行動とその意味

前に述べたように青葉をくわえたり入れたりするのは，雄が雌を引き付けるための意味

があるものと考えられる．
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くなる．それに雄は抱卵期間の後半からまったくI葉を入れない．これらの事は青葉入れ
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が巣内に留まり，抱卵抱雛することと深い関連があることを示唆している（表３)．

ほとんど抱雛しなくなる卿化４～５日後，雌が青葉を入れた６回のうち，５回までがそ

の直前に２～４分の抱雛をしている．しかし，枯れ葉の巣材を入れた５回のうち，１例が

その前の前に抱雛しただけでほとんど抱雛とはつながりがない．このことは青葉入れが巣

内に留まり続けることに起因すると思われ，巣内の中でじっとしていて影響を受けるもの，

おそらくダニのような寄生虫を追い払うためのものだと考えられる．

巣に青葉を運び入れる行動は他の種にも記録されている．ホシムクドリは雄が繁殖の初

期に運び入れる．この行動は雌を引き付けるために巣を飾るためであるとFeare（1984）

は考えている．ワシタカ類では青葉を巣に運ぶ行動がよく観察されている（Newton1979,

Wimbergerl984)．Wimberger（1984）はワシタカ類の青葉運びが寄生虫を除去するの

に役だっていることを明らかにした．筆者は巣箱に巣づくりしたスズメが青葉を運び入れ

るのを観察した．

３)．産卵

ａ)．産卵時間

巣づくりが完成してしばらくすると，青色の卵が毎日１卵ずつ産卵される（長径24.4±

0.3mm，短径18.1±0.1mm，Ｍ±S､，．Ｎ＝13)．産卵時間は1979年５月20日の早朝に前日

の夕方までに２卵であった，青山地区の５巣について調べた．それによると午前６時には

すべてがまだ２卵のままで，中には親もいなかった．２時間後の８時に見回ったら４巣に

おいては３卵になっており，もう１巣には中に雌がいた．次に２時間後の10時にみたとき

には，残りのその巣でも３卵になっていた．このことから産卵は大部分が午前６時から８

時までに行なわれ，遅くても10時までに終わるものと思われる．

ｂ)．産卵時期

1978年から1988年までの間に，最も早く産卵を開始したのは，1987年の５月４日であっ

た．最も遅く産卵を開始したのは，６月中下旬の再繁殖例を除けば，1978年と1979年の６

月８日で３例あった．詳しく調べた1978年・’979年と1986年～1988年の147巣についてみ

ると５月の中旬と下旬で全体の85.7％を占めていた（図３)．

再繁殖の例には次のようなものがあった．１例目はB地区のM32と雌不明のつがいで６

月下旬に初卵を産んだ．雄の失敗巣からは180ｍ離れていた．２例目はB地区のM33と雌

不明のっがいでこれも初卵を６月下旬に産んだ．雄の失敗巣からは80ｍ離れていた．３例

目はC地区の、ＣＭ・ず'とＦ１のつがいで，６月３日卿化６日後のヒナがすべて死亡し，相手

のM21が生きているにもかかわらず，失敗したのと同じ巣箱で11日後の６月１１日に初卵を

産んだ．M21は20ｍ離れた，５月30日に失敗し卿化３日後のヒナを死なせたF21の巣箱で，

６月４日にさえずり，F21とつがいになった．このつがいは７日に初卵を産んだが，２卵

産んだ後また放棄しどこかへ立ち去った．一方，失敗せずにヒナを巣立たせたつがいは，

その後２回目の繁殖を開始することはまったくなかった．

ｃ)．異常のある産卵例

一腹卵数を調べる際，次のように卵数の判断が困難な例がある．1979年Ａ３では５月２

日に初卵を産み，その後毎日１卵ずつ26日までに５卵産卵し翌日の午後みたときも５卵だっ

たので，この巣の卵数は５卵だと思っていたが，それから７日後の６月２日に巣内をみた

ら６卵あった．そしてこの巣では５卵しか卿化しなかった．1979年Ａ19では５月30日に初



3０

6３６３

鱈
凹
璽
ヱ
コ
室

6０

5０

4０

』
○

N＝147

133

2０

1０

０

ＥＭＬE

NAYJUN［

図３．産卵時期1978,1979,1986～1988の記録．

再繁殖例は除いてある．ＭＡＹ，Ｅ；ｌ～１０，

Ｍ；１１～20,Ｌ；２１～30,ＪＵＮＥ，Ｅ；５/31～

６/9．

Ｆｉｇ．3．Ｓｅａｓｏｎａｌｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎｏｆｔｈｅｄａｔｅｓof

thcfirstegglaying．（1978＋1979,1986～１

988)，ＭＡＹ，Ｅ；ｌ～10,Ｍ；11～20,Ｌ；２１

～30,ＪＵＮＥ,Ｅ；５/31～6/9．

卵で２日目２卵３日目不明で４日目にみたら，３卵しかなかった．そして翌日には４卵あっ

た．

Ａ３の例は他の雌が産み足したという可能性がありこれに似た例は７例あった．また，

1986年C地区の④の巣箱では，５卵産んだ６日後の５月30日に見たら６卵あり，その内の

ひとつが他のものに比べ非常に丸い形をしていた．そして同日隣の２ｍ離れた巣をみたら

まったく同じ丸い形をしていた．この巣では全て同じ丸い形の卵を５卵産んだ．この例も

おそらく③の巣の雌が何らかの都合で④の巣に産み足したものだと思われる．

A19に似た例は10例あり何ものかに捨てられた疑いがある．例えば，1979年５月18日Ａ

33で初卵の巣は，３～４卵産んだ後卵が全部巣箱からｌ～２ｍ離れた地面に落ちていた．

これは巣箱を架けてある高さ，巣穴の大きさ，古い巣材やシジュウカラの巣材や卵を運び

出すコムクドリの習性からみて，同種のしわざと考えられる．このようにこれらは産卵数

が何卵であるかはっきりしないので，「異常巣」として一応一腹卵数の資料からは除いて

おいた．斎藤（l986a）はムクドリでも同様な加入卵や卵を運びだす行動があることを報

告している．

ｄ)．一腹卵数と卵数の時期変化

一腹卵数は1978年．1979年と1986～1988年の122巣で３卵から７卵の例があった（図４)．

このうち５卵が最も多く全体の53.3％も占めていた．平均は5.1±0.1卵（Ｍ±S､，.）で

あった．一腹卵数はある親鳥が最も多くのヒナを育てることができる卵数と考えられてい
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図４．－腹卵数．1978,1979,1986～1988の記録．

異常産卵例を除いてある．

Ｆｉｇ．4．ClutchsizeoftheRed-cheekedMyna．

（1978＋1979,1986～1988)，

る（Lack,1966,1968)．しかし必ずしも５卵を産んだものが最も多くのヒナを育て上げ

るとはいえない．なぜなら一腹卵数を時期別にみてみると，表５のように５月上旬から６

月上旬にかけて明らかな減少傾向を示し，いつも５卵になっているわけではないからであ

る．このことは最も多くのヒナを育てることができる一腹卵数が時期によって異なること

を意味している．

コムクドリの卵数が減少していくことは早く産卵すればするほど多くのヒナを育て上げ

られることを意味している．ということは早く産卵を開始すれば有利だということである．

しかし図３で示したように５月上旬にほとんど産卵が行なわれるなどということはなく，

むしろ中・下旬が多い．この理由を同じ調査地域で調べたムクドリとシジュウカラと比較

して検討してみたい．前者は同属であり後者は樹上で昆虫を採食しどちらも巣箱に営巣す

る．この２種は留鳥で，両種とも早い個体は４月中旬に産卵を開始し，４月下旬から５月

上旬にかけてが最も多い．これに比べコムクドリは２～３週間遅い．この事実はコムクド

リが繁殖地に到着してから産卵するまでかなりの日数が必要なことを示している．日数が

かかる理由には営巣場所の獲得や巣づくりも考えられるが，最も大きな理由は雌が卵を産

むために栄養分を十分に確保する必要があるからだと思われる．遅く渡来したり渡来から

産卵までの餌の確保がうまくいかなかったりすると，産卵開始は遅くなり，その時期に最

も生産的な一腹卵数を産卵することになる（Perrins＆Birkheadl983)．

同じような一腹卵数の減少傾向は，ヨーロッパのアオガラとシジュウカラ（Lackl966)，

Table５.Seasonalchangeofclutchsize．（1978-1979,1986-1988）

lａｔｅ

Ｍａｙ

4.4±0,3

７

earlyearly ｍｉｄｄｌｅ

5.2±0.1

５１

4.9±０．１

５７

6.4±０．２

７

Ｍ±Ｓ､Ｄ，

Ｎ
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マダラヒタキとシロエリヒタキ（Haartmanl956b)，ホシムクドリ（Fearel984）でも

知られている．Perrins（1970）はこのような減少傾向は普通にみられ，遅く産卵された

卵が卿化する頃には餌が最も豊富な時期がすぎてしまい，親が多くのヒナを育てられなく

なることがこの理由だと考えている．またPerrins＆Birkhead（1983）は産卵前に給餌

すると産卵開始が早まる例をまとめ，産卵時期が餌の確保と深い関係があることを示して

いる．

４)．抱卵と卿化

ａ)．抱卵行動

雌は最終卵を産む前から夜間巣内に留まり始めるものが多い．留まり始めた日の分かっ

た1979年のB地区の11巣のうち，最終卵の４日前から留まったのはｌ例，２日前からは６

例，前日からのものは４例あった．これによると雌はわりあい普通に最終卵前から巣内に

留まるといえる．しかし，留まるといっても，巣箱内に雌がいると，卵が温かいかどうか

(つまり抱卵しているかどうか）確かめられないので，これらすべてにおいて実際に抱卵

しているかどうかはよく分からない．これについて考えるのに良い２つの例がある．その

１つは５月31日の最終卵前日のB47の４卵を18時23分にさわってみたところ卵は温かく，

明らかに抱卵していたことが確かめられた．もう１つは６月４日Ａ22の初卵日の日没後雌

が中に入っていたが，近づくと驚いて出てしまい，すぐにさわってみたところ冷たかった．

これらのことから，早い段階で留まるのは温めていない可能性が大きいが，少なくとも最

終卵前日になると，本格的に抱卵を始める雌がいるといえよう．抱卵しないで最終卵のか

なり以前から巣内に留まることは，他に意味があると思われる．1987年⑤で繁殖したF24

は４月23日，初卵日の１７日前から巣内に留まり始め，M24とつがいになった28日は雄も一

緒に留まり始めた．雄は初卵日の２～３日前までも留まり続けた．

最終卵後の夜間の抱卵については1979年，Ｂ地区で19時から21時の間に調べたら，１５巣

ですべて雌が抱卵していたことや，雄の夜間の抱卵はまったく記録されてないことから，

すべて雌によって行なわれると考えられる．しかし，昼間は確認したどの巣でも雄と雌が

抱卵しており，その様子は次のようであった．1978年５月28日のBl5におけるM31とＦ３１

のつがいは７時30分から12時30分の300分のうち雄が153分，雌が121分計274分抱卵した．

そしてその間に12回交代があった．外へ出てから交代せずに１～２分するとまた同じ個体

が続けて抱卵する場合があったので，巣箱に入った回数は雄雌とも10回ずつであった．１

回にもっとも長く抱卵していた時間は，雄が29分，雌が30分であった．雌雄合わせた１時

間あたりの入巣回数と抱卵時間はそれぞれ４回と55分であった．また，1979年Ａ７では５

月27日にM34とF34が９時30分から11時30分までに６回交代し，雄が66分雌が44分抱卵し

ていた．1987年C6の例では抱卵開始４日後，雌が巣を出た４時24分から巣に入る18時５４

分までの870分のうち，雄が401分，雌が343分計744分抱卵した．これらの例からみると昼

間はむしろ雌よりも雄のほうがわずかであるが長く抱卵しているといえそうである．

抱卵交代は，普通，外にいるほうがやってくると小さな声で「ギューギュー」鳴く．す

ると抱卵していたほうが外へ飛び出し，外のものが中に入り抱卵するというようにして行

なわれた．また抱卵途中に巣箱の中から外をうかがうといった行動や，巣穴の前に止まり

羽づくろいした後また入る行動もあった．卵を抱くための抱卵斑は，雌だけでなく雄にも

みられた．しかし雌に比べ雄の抱卵斑は範囲が小さかった．
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ｂ)．卿化と抱卵日数

1978年６月４日，B15の例では，午前中１羽のヒナが卿化し，４卵はまだ卿化していな

かった．この日の親鳥M31とF31の様子は次のようであった．１０時44分から18時８分まで

の444分に雄が巣の中にいたのは170分，雌が170分で計340分，抱卵・抱雛に従事していた．

その間に雄が巣を訪れたのは33回，雌は29回の計62回であった．1時間あたりに直すと抱

雛時間は46分，入巣回数は8.4回になった．これを５月28日の抱卵のときと比べると，卿

化日の方が巣内にいる時間が減少し，入巣回数が増えている．これはヒナヘの給餌のため

であり，この間に少なくても13回，ガの幼虫・成虫，ガガンボの成虫，クモをくわえて雄

も雌も巣の中に入るのを観察した．また，１３時16分に雌が卵殻をくわえ出すのも観察した．

卿化について詳しく調べた1978年と1979年のＡ地区とB地区の記録と1988年のC地区で，

抱卵日数と卿化に要した日数を示した（表６)．このうち「異常巣」を除いた52例のうち，

全卵卿化した巣が43例で，未卿化卵を残す巣が９例あった．全卵卿化の巣の例だけで抱卵

日数を示すと，次のようになった．最終卵が産まれてから最初にヒナが卿化するまでの日

数は，４３例のうち10～13日，最終卵が産まれてから最後のヒナが解化するまでの日数は１２

日または13日であった（表６)．

このことはある卵の照化には，少なくとも１２日間が必要であることを示しており，最終

卵産卵後10日や11日で卿化する巣では，前述したように最終卵の産まれる前に抱卵が開始

されることが原因となっていると思われる．羽田・牛山（1967）は抱卵日数を15日として

いるが，これは途中何らかの原因で抱卵が阻害され，充分に抱卵が行なわれなかった結果

ではないかと思われる．

一方，最初のヒナが卿化してから最後のヒナが卿化するまでに要した日数（同じ日に全

て卿化したものは１日とする）は，全卵卿化した巣の例で３日間かかった２例があるが，

大部分は２日以内で解化を完了した（表７)．卿化が２～３日かかる場合多くの場合最後

の日にかえるのは１羽で，前日にかえった数羽とは大きさの違いがはっきりわかる．時に

は２羽が遅れてかえる場合もあった．また，卵数によっても卿化に要する日数が異なり，

卵数が多くなるにつれて日数がかかる傾向があった．

Table６．Incubationperiodfromthedaythelａｓｔｅｇｇｗａｓｌａｉｄｔｏｔｈｅｄａｙｓｔｈｅｆｉｒｓｔ

ａｎｄｔｈｅｌａｓｔｅｇｇｗｅｒｅｈａｔｃｈｅｄｃｏｎｃｅｒｎｉｎｇｔｈｅ４３ｎｅｓｔｓｉｎｗｈｉｃｈａｌｌｔｈｅｅｇｇｓｗｅｒｅ
ｈａｔｃｈｅｄ．
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５)．育雛

ａ)．抱雛

育雛期のヒナに対する抱雛は，抱卵期と同様，夜間は雌が行ない昼間は雌雄で行なう．

この夜間の抱雛はヒナの羽毛が大部分生えてくるとやらなくなる．昼間の抱雛は育雛の初

期に行なわれ，ふつう給餌した後，数分巣内に留まるといった形をとる．雄より雌がやや

長時間抱卵する傾向がある．

1987年５月25日から６月２日にかけて，ＶＴＲで卿化日前日から卿化後７日までの抱雛

のための入巣について調べた（表８)．ヒナが解化してからは１分に満たない入巣につい

ては抱雛とはしなかった．抱雛時間は，朝に雌が夜間の抱雛をやめて外に出てから，夕方

最後に入る以前の抱雛だけを示した．それによると卿化した日は卿化する前日とほとんど

違いがなかった．１日後は雌雄とも100分程減少した．それでもまだ雄のほうがやや長く

抱雛していた．しかし，２日後になると雌の抱雛時間はあまり変化がないが雄のほうが急

に減少していった．雌は３日後までかなり抱雛するが４日後からはだんだん抱雛しなくなっ

た．雄は雌に比べ約１日半早く抱雛の減少がおこった．雄は４日後に雌は６日後にほとん

Table８．ＴｈｅｌｅｎｇｔｈｏｆｔｉｍｅＭ２２ａｎｄＦ２２ｂｒｏｏｄｅｄａｎｄｔｈｅｎｕｍｂＧｒｏｆｔｉｍｅｓｔｈｅｙｅｎｔｅｒｅｄ
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ど抱雛しなくなった．夜間の抱雛は夕方19時前後から朝の４時20分前後まで続いた．そし

て７日後からはやめてしまった．

一方，入巣回数は卿化日からしだいに増加し，無化５～６日後には雌雄とも150回以上

にも達した．これは給餌回数の増加したことが原因である．

ｂ)．給餌と雛の成長

巣内ヒナヘの給餌については，1978年６月11日と18日にB15で，1979年６月10日にＡｌ３

で，６月15日と17日にＡ７で調べた．それらの巣には卿化後７日から14日後のヒナがいた．

それによると，291回の給餌のうち雄は147回，雌は144回運んだ．ヒナの発育と餌の運搬

回数の関係を1985年６月にM22とF23のつがいで調べた．１時間当たり卿化３日後で12回，

７日後で20回，１１日後で23回の給餌をした．また，Ｃ６の例でも表７のようにヒナが発育

するにつれて入巣回数が増加した．

卿化した日のヒナはその日のうちにすぐ「チーチー」鳴き頭を上げ餌をねだって口を開

ける．目は開かない．口の中は黄色，上噛よりも下噛の方が長く上噴には突起が付いてい

る．体の外側は全て肉色，丸裸で部分的に灰色の綿毛がついている．その後のヒナの成長

段階を下記に示す．

１日後：外見は初日とほとんど変わらない．しかし腹が大きくなって初日のヒナと区別

できる．

２日後：ようやく羽毛のでる部分特に翼に，黒いものがみえてくる．

４～５日後：多くのヒナで鞘羽が翼に出てくる．目はまだ開かない．

６～７日後：「チチッ．チチッ.」と断続音も出すようになる．この頃から，目を開け

るものが増えてくる．殻初から丸く開くのではなく徐々に開いていく．

８～１０日後：羽毛の鞘羽が筆羽になり始める．大部分が目を開ける．

11～13日後：体全体の筆毛が伸びて開き，前身を覆い始める．また，上職の外側も基部

や先端が少し褐色を帯びてくる．生長の早いものは尾は１～３cm位になっている．

14日後～：この頃になると，巣やヒナによって生長の差が著しく早いものでは全身開い

た羽毛で覆われてしまうが，遅いものではまだかなり筆毛が残る．ほとんど成長したヒナ

は，雌の成鳥に比べ少し白っぽいが非常に良く似ている．また，胸に淡い縦斑がみられる

ものある．くちばしの基部は黄色い部分が残る．発育の遅れたヒナは体の部分のすべてが

発育遅れなのでなく，くちばしの大きさが体全体の大きさに対し不自然に大きく発育する．

これは餌ねだりに対する適応だと考えられる．

ｃ)．巣立ちと育雛日数

育雛日数は般初のヒナが解化した日から最初にヒナが巣立った日までの日数とした．

1978年と1979年で確認した28例のうち，最も早く巣立ったのは15日で，最も遅かったのは

21日であった．そして最も普通だった日数は１８日で46.4％を占めていた（表９）．一方，

鼓初のヒナが巣立ってから最終的に全部のヒナが巣立つまでに要した日数（同じ日にすべ

Ｔａｂｌｅ９．ＮＧｓｔｌｉｎｇｐｅｒｉｏｄｆｒｏｍｔｈｅｄａｙｔｈｅｆｉｒｓｔｅｇｇｗａｓｈａｔｃｈｅｄｔｏｔｈｅ

ｆｌｅｄｇｉｎｇｏｆthefirstchick．（l978andl979）

ｄａｙｓ 1５１６１７１８１９２０２１２２
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て巣立った場合は１日とする）は１～４日であった（表１０)．ただし，1979年６月１３～１４

日卿化後４～５日に雌が巣内で死亡し雄だけで２羽育てたA50と，同年６月４日解化２～

３日前に雄が巣内で死亡し雌だけで３羽育てたA14の例は，片親だけで育てたので育雛日

数や巣立ちに要した日数の例からは除いた．これらの育雛日数はいずれも21日であった．

巣立ち前のヒナは発育するにつれて，巣穴からくちばしや顔を出して親から餌をねだるよ

うになり，巣穴にも止まったりする．そして充分発育すると外へ飛び出す．１羽につられ

て次の１～２羽も飛び出すことがある．ある巣では２羽目のヒナに巣穴の前で雄親が餌を

くわえたままやらないで「キューキュー」と小声で鳴きそこからはなれた後，そのヒナが

巣立った．飛び出して飛ぶとき親がついていくこともある．巣立ったヒナは２度と巣内に

は戻らなかった．

巣穴で「ピリピリ」と大きな声で餌をねだる声は，親鳥だけなく他の成鳥や巣立ちした

他の幼烏もひきつけよく集まってくる．そして稀に親以外の成鳥も巣内のヒナに給餌する

ことがあった．例えば1978年B15で繁殖したM31はどこかで巣立った自分のヒナがいるの

に，Ｂ３の巣立ち遅れたヒナにヒョウタンポクの実を２～３度給餌した．また1985年C地区

⑥のＭ２2ペアのヒナにnoM､伊がガの幼虫を給餌した．

ｄ)．繁殖成功率

Ｂ地区では1979年に巣箱を架けた場所が，余りにも人工化され，下層木もほとんど刈り

払われ，また散歩やランニングでひっきりなしに人が通るなど，いろいろな条件が原因し

てか，大部分のヒナが餓死してしまった．そこで，繁殖成功率については，かなり自然状

態を保ちほとんど人が通らない，Ａ地区の1978年と1979年の資料を使って表すことにする．

これによると両年はほぼ似た結果を示した（表１１)．1978年の卿化率がやや低いのは，未

卿化卵を残す巣が1979年はｌ巣だったのに1978年は５巣もあったことと，抱卵期に捕食さ

れたことによる．卵期には捕食されることは少ないので卿化率は捕食されたものを含めた

場合を除いた場合と大差なかった．

TablellBreedingsuccessinA-area．（l978andl979）
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育雛期のヒナは捕食されることが多く，捕食された例を除く巣立ち率71.1％に対し，捕

食された例を含めた巣立ち率は52.8％と小さくなっている．捕食者はすべてアオダイショ

ウで全部丸呑みにしてしまう．巣箱の中には１匹だけでなく２匹でしばらく留まっている

アオダイショウもいた．1978年では６月４～９日に抱卵期のA14のヒナを，６月17日にA

35が卿化９日後のヒナを，６月28日にA37で卿化16日後のヒナを捕食された．1979年は６

月13日にA10で卿化３日後のヒナと親鳥を，６月11日Ａ23で無化14日後のヒナを，６月１５

日Ａ21の卿化12日後のヒナを，６月１８日Ａ９で巣立ち遅れた１羽のヒナを捕食された．時

期別にまとめれば，６月上旬１例，中旬５例，下旬１例捕食されたことになる．

捕食されたのを含めると，巣立ちするまでに約50％が死亡してしまう．しかし捕食され

た巣を除いても約30％の死亡がある．死亡は梅雨時期の雨の日や，気温が急上昇したとき

に起こりやすい．巣内がぬれて体が冷えたり，むしあつすぎたりして体力を消耗すると思

われる．この時期，湿気と温度の上昇が原因し多くの巣内にダニが出始める．これも死亡

の間接的な原因だと考えられる．

しかし，死亡のもっとも重要な原因は餌が足りないことだと思われる．卿化数あたりの

巣立ち数を調べてみると，卿化したヒナ数が多くなればなるほど巣立ちする割合が減少し

てくる（表12)．特に卿化数が６～７羽の場合は５羽の場合と巣立ち数がほとんど変わら

ない．これは親鳥が運んでくる餌が限られていてヒナが十分に成長できないためだと思わ

れる．

卿化数３羽，６羽，７羽の最初のヒナが卿化してから10日後の巣のヒナの体重を測定し

た（表13)．卿化数３羽のものはすべて巣立った．６羽のものは１０日後には５羽になり４

羽しか巣立たず，７羽のものも１０日後には６羽になり４羽しか巣立たなかった．６羽の巣

では最も小さいヒナが，７羽の巣では小さいものから１，２番目のヒナが巣立つまでに死

亡してしまった．これらの卿化後10日の体重を比較してみると６～７羽のものは３羽のも

のに比べ平均体重も小さく，最大と最小のヒナの差が大きい．これは親鳥が運んでくる餌

が限られていて１羽あたりの餌の量が少なく，その餌が必ずしも平等にヒナに分配される

わけではないことが原因だと思われる．

Table12．TherelationoffledgedtohatchedinA-area（l978andl979）

andC-area（1986,l987andl988)．
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ヒナ数の多い巣においては，たいていは最小のヒナあるいは最小から２番目までのヒナ

は，他のヒナが大きくあまり差がないのに比べ，極端に小さい．この成長の違いは卿化し

た日の違いがそのままにこの差となって現れることによる．つまり騨化が２日以上にわた

る巣では最後に照化したヒナが結局は最小となり，たいていは途中で死亡してしまう．

餌の量は，環境，その年の気候，繁殖密度，繁殖時期，親の能力などで変化するだろう

が，必ずしも予想できるものではない．そして多くの場合６羽のヒナを育てるのはむずか

しいのだろうと思われる．もし，６羽ものヒナが全部同時に牌化すると仮定した場合，た

とえ最終的に巣立つヒナの数が同じでも，結局は餌が無駄になり，巣立つヒナの成長が遅

れることになったり，時にはもっと死亡数が増えるかもしれない．むしろ，たまたま条件

が良かったときにのみ，卿化の遅い最小のヒナが育つことができるようにした方が，最も

成功する率が大きいのだと考えられる．このことが表７で示したように，６羽以上の多い

一腹卵数を産む巣では，必ず卿化が２日以上にわたり１日で僻化しない理由だと思われる．

このことは，一腹卵数が５卵の場合にもいえる．しかしこの場合成長が遅れても，何と

か死亡させずに巣立ちまでこぎつける巣が多い（47.8％）（表12)．

ｅ)．巣立ち後の幼烏の世話

巣立った後の幼烏の世話は，その直後は同じヒナでも雄と雌が給餌している．しかし，

良く飛べるようになると，雄と雌と幼烏が集まった家族群は観察されていない．ふつうに

観察されるのは，雄親かあるいは雌親が１羽で，ｌ～３羽の幼烏を「キリリ．キリリ．」

と呼びながら連れているものである．幼烏も「ピリリ．ピリリ.」と鳴きながら，親を呼

ぶ．また移動するときはお互いに鳴き合いながら，できるだけ離れないようにして飛ぶ．

また，後で述べるように集団のねぐらにも一緒に移動する．巣立ち後は巣のあった場所か

らかなり分散するらしく，観察例は非常に少なくなる．

親から離れた幼烏は幼烏だけの群れをつくるらしいが，観察例が少ないのではっきりし

たことはいえない．

６)．ねぐら

繁殖終了後の親鳥と巣立った幼烏は集団ねぐらをつくる．1986年７月４日新潟市阿賀野

川河口でのコムクドリのねぐら入りを観察した．その日は日没７時１０分頃で，堤防外のニ

セアカシアに一時集まり，６時45分から７時15分まで集団でアシ原へ移動した．ニセアカ

1８11.8-53.92２ 31.8-53.92５ 40.0
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シアには川上の方から５時52分に初めて飛来し，６時までに24羽，以下15分毎に６時45分

まで，５５羽，９６羽，119羽と計294羽が飛来した．最大の群れの個体数は30羽，少ないのは

１羽であった．群れの個体数を５羽毎にまとめると，１～５羽20例，６～10羽７例，１１～

15羽１例，１６～20羽６例，２５～30羽２例であった．中には幼烏を連れた親もいた．飛来し

た群れにはムクドリの混じるのもあった．

1984年９月新潟市の東洋ガス化学のポプラの街路樹で，ムクドリとコムクドリの混群の

ねぐら入りを発見した．９月16日の夕方ねぐら入りの様子を観察した結果は次のようであっ

た．その日の日没は午後５時45分であった．その約１時間前にムクドリが１羽飛来しコム

クドリは４時53分に２羽飛来した．その後多くが飛来し５時48分まで続いた．コムクドリ

は同種だけ群れてくる場合もあるが，大部分は30～100羽のムクドリの群れの中に１～５

羽が混じっていた．１～５羽で来たものが24例，６～10羽は７例，１１～15羽がｌ例，１５～

20羽が１例あり，合計141羽のコムクドリが飛来した．この日ムクドリは約6000羽が飛来

した．飛来したコムクドリは街路樹の端近くの電線に集まり，しだいに大きな群れとなり，

約50羽くらいの群れとなり，一丸となって飛行し移動するものもみられた．そして最終的

にムクドリのねぐらの北の端の２～３本のポプラの木にねぐらについた．朝は一斉に飛び

出し，１０数羽の群れとなって，分散する．朝のうちは採食地では群れているが次第に分散

する．しかし夕方になるにつれ，また群れ始め，ねぐらへ向かうようになる．

７)．渡去前の動き

夏の間めったに姿をみせなかったコムクドリは，８月の下旬から，早朝に巣箱のある場

所に姿をみせ始める．多くの場合数羽で群れてくるが単独の場合もある．また雄と雌の２

羽で来るときもあるが，つながりは不安定である．なかにはさえずる雄もいる．成鳥だけ

とは限らず，幼烏も訪れる．その中にはここで繁殖しなかった成鳥やここで生まれた以外

の未標識の幼鳥もいる．

そして，巣箱にめったに入らないまでも中をのぞいたりする．なかには他の個体を巣箱

近くで追うこともある．しかし，春の繁殖期に比べればどの行動も活発ではない．当地へ

は８月下旬から急に多くなり始め，しだいに減少し，９月中旬を最後に来なくなってしま

う．おそらく９月の中旬が，この地域にすむこの種の終認だと思われる．この地には10月

の上旬までコムクドリがみられるが，おそらく北方個体の通過であろう．

表14には，翌年まで生存していた個体がどれだけ秋に飛来しているかを，標識した個体

Table14．Ｒａｔｅ（％）ofthenumberofindividualsthathａｖｅｂｅｅｎ

ｓｉｇｈｔｅｄａｔｔｈｅｓｔｕｄｙａｒｅａｉｎｌａｓｔａｕｔｕｍｎｔｏｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆｂｉｒｄｓ

ｔｈathavesurviveduntilthenextyear・Ｓｕｒｖｅｙｅｄｉｎａｕｔｕｍｎｌ９８６

ａｎｄｌ９８７ａｎｄｉｎthefollowingspringrespectively．

４

１２

叙 早 釘 早ｊ Ｔｏｔａｌ

ａ
‐
、

８
５１
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１

６

a/b％５３．３４４．４３３．３１６．７４１．２

１
１
２
５

Ｎｏｔｅ：Allareringedbirds・

ａ・Ｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆｂｉｒｄｓｔｈａｔｈａｖｅｂｅｅｎｓｉghtedinlastautumnandhave

surviveduntilnextyear．

ｂ・TotaInumberofbirdsthathavesurviveduntilnextyear．
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に基づいて示した．表からわかるように，成鳥の約半数が秋に巣箱のある場所に飛来して

いる．この原因として，ひとつには日照時間が４月の中旬の渡来時期に近づき，ただ生理

的にそのような気分が起きたということが考えられる．しかし，もしそうであっても，翌

年に前年営巣した場所へ大部分が戻ってくるこの種の能力からみて，どのような理由で営

巣可能な場所をみて回ろうと，充分そのことが記憶できていると考えられる．結果として

春飛来した時，好適な場所がなくなってしまったりしたとき，秋にみて回ったそのひとつ

へ，時間の無駄なく行くことができると思われる．

秋の形態的特徴は，繁殖期とほとんど変わらないが，くちばしの基部が灰色だったのが

薄い黄色に変化してくる．換羽は成鳥の場合９月にはほとんど終わっているが，幼烏の場

合はかなりが換羽途中である．幼烏は渡去前に雄と雌の特徴を示すようになる．

耐辞

この調査を進めるにあたって，樋口広芳博士には貴重な助言をしていただいた．また，千葉晃・小

松吉蔵・滝上哲也の諸氏には調査の準備段階でお世話になった．飯島勇・小野賢一の両氏には調査に

協力していただいた．樋口広芳，上田恵介の両博士には論文を読んでいただき，適切な助言をしてい

ただいた．心からお礼申し上げたい．

要約

１．コムクドリの繁殖生態について，新潟県新潟市の３箇所で，1978年から1988年まで営巣用の巣

箱を架設して調査を行なった．

２．新潟市では毎年，４月10日前後に初めての個体の渡来が確認される.渡来は成鳥が早く’一才

鳥が遅く渡来する．一才烏の渡来は４月29日以降である．成鳥も一才烏もほとんどが前年繁殖し

たかあるいは生まれた場所の近くに戻り，適当な営巣場所が確保されればそこで繁殖する．

3．雄は渡来した最初はできるだけ多くの営巣場所を確保しようとする傾向がある．営巣場所にお

ける順位は場所によって決まっており，他の場所で優劣が逆転しても変わらない．雄は自分の順

位をよく理解している．早く来たものが巣箱の占有において有利である．しかし２つ以上の巣箱

を持っている雄は，繁殖段階や侵入のしつこさなどに応じてのっとられることが多く，獲得した

場所はしだいに狭められていく．巣箱の距離が７～８ｍ程度離れていてもお互いに繁殖が可能で

あるが，２ｍ程度は不可能である．

4．営巣場所の周囲の優位地域は，隣の雄との了解の上で決まった範囲だと考えられる．境界はお

互いの営巣場所のほぼ中間地点に決まることが多い．侵入者が隣の雄の優位地域に飛来した場合，

もし自分の巣に近ければ，隣の雄がそこにいない時に限り，境界を越えてでも追い払う．

5．侵入者が飛来したときは，最初からそこにいれば威嚇するか突進して追い払う．しかし，留守

にしていて帰ってきたときは「キキキキキ」の声を出しながら戻り，巣箱に入ってから出て追い

払う．時には出ないで中から黒い口内が見えるように威嚇する．また時には外から何度も巣穴に

止まり，振り向いて追い，また戻って同じ動作を繰り返す．雄どうし，雌どうし，雄から雌，雌

から雄の攻撃がみられる．

6．雌は営巣可能場所でさえずっている雄のもとに飛来してつがいになり，雄の占有した場所を確

保する．雄が確保した場所を失えば同時に雌も失う．またつがいの雄がすでにいたとしても，他

の雄の占有した場所に行きその雄と一緒になって，そこを占有しようとする雌もいる．
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７．２つ以上の営巣場所を確保している雄の場合，つがいの雌が他の雌にその１つ以上をのっとら

れ，同時に雄がそれを許容した場合，一時的に一夫二妻となる．しかし多くの場合最終的には一

夫一妻になって繁殖を始める．

８．大きな声のさえずりは遠くにいる雌を引き寄せるためのものであり，他の雄を追い払うもので

ない．雌が飛来すると，つがいの雌を持たないか不安定なっがい関係しか結んでいない雄は，小

さな声の求愛のさえずりを行なう．雌は時々雄のさえずりに反応し小さな声で鳴く．また雄は求

愛をするとき青葉をくわえてきてさえずったり，巣箱の中に入ってさえずったりもする．

９．ふつうの交尾は雄が求愛のさえずりをした後で，雌が雄に近づき交尾する．しかしつがい関係

を得るために，雌が積極的に雄に交尾を迫る例もみられた．また，つがいとは全く関係がない雄

が，雌に交尾を迫る場合もみられた．一方，雌が雄の交尾を拒否する行動と思われる行動も観察

された．また，交尾を邪魔する行動もみられた．

１０．巣づくりは初卵日の２～３週間前から行なう．雄も雌も巣材を運び入れる．また，運び入れる

のはほとんど午前中で午後は採食のため去ってしまう．夕方にまた戻り少数だけ運び込む．雄も

雌も育雛期まで巣材を入れる．

11．青葉を入れる行動は雄が雌を引き付けるため雄が行なうもののほかに，つがい形成後雄と共に

雌も大量に入れ，雌は育雛期まで入れ続けるものもある．このつがい形成後の青葉入れは巣箱内

の寄生虫を追い払うことが目的だと思われる．

12．青色の卵を毎日ｌ卵づつ産卵する．産卵する時間は朝の６時から10時までである．

13．産卵時期は再繁殖例を除けば，５月上旬から６月上旬までで，５月の中下旬が普通で，全体の

８５．７％を占める．

14．一腹卵数は３～７卵で５卵が最も多く，平均5.1±0.1であった．一腹卵数は時期によって減少

していく傾向がみられた．

15．抱卵は最終卵前にすでに始めているものがいる．夜間の抱卵は雌が行ない，昼間は雄と雌が行

なう．昼間はむしろ雄が長く抱卵する傾向があった．雄にも抱卵斑が認められたが，雌よりも範

囲が小さかった．

16．最終卵後，最初のヒナの碑化までは早いもので10日であったが，最後のヒナの卿化は１２～13日

かかった．これは最終卵産卵以前に抱卵が開始されたことを示している．卿化に要した日数は１

～３日で，６～７卵の一腹卵数をもつ巣では必ず２日以上かかった．

17．ヒナが卿化すると給餌のためしだいに巣箱への出入りが増加するが，逆に抱雛の時間が減少し

ていく．抱雛は給餌した後に巣内に留まり続けて行なう．雄よりも雌のほうがより長い期間抱雛

している傾向がある．夜間は雌が抱雛しヒナが成長すると途中で止める．

18．雄も雌もヒナに給餌する．最初の頃は昆虫を運んで来るが途中で果実も運ぶようになる．

19．ヒナは卿化した初日から鳴き声を出し，黄色い口を開け，餌ねだりする．卿化当日のヒナと１

日後のヒナは十分区別がつく．発育遅れのヒナは体が小さいわりに口が大きい．羽毛が生え揃っ

たヒナは雌の成鳥に良く似ている．胸に淡い縦斑があるものもいる．

20．育雛日数は15～22日で18日が最も普通であった．般初のヒナが巣だってから岐後のヒナが巣立

つまでの日数は１～４日であった．

21．捕食された例を除くと65.1％，含めると47.1％の繁殖成功率を示した．捕食したものはアオダ

イショウで成鳥も一緒に捕食された例もある．それ以外の死亡の原因は餌の不足だと考えられ，

ヒナ数の多い巣ではヒナの体重が少なく，途中で死亡してしまうヒナも多い．
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22．巣立った後は，雄親も雌親も幼烏に給餌する．親と幼鳥はお互いに呼び合い移動する．雄親と

雌親と幼鳥がそろった家族群はまだ観察していない．

23．ムクドリとコムクドリが混群でねぐらに飛来するのがみられた．日没の前にねぐら周辺に集合

し，最後はコムクドリどうしが集まってねぐらに入る．

２４．８月下旬から，巣箱が架けてある場所に群れて姿をみせるようになり，時々さえずったり巣穴

をのぞいたりする．そして，９月中旬を最後に標識個体は姿をみせなくなる．最終的にこの地か

らこの種がみえなくなるのは10月上旬である．
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１．NestboxeswereplacedinthreeareasinNiigatacityinNiigataPrefecturetoinvesti‐

gatethebreedingecologyofthered-cheekedMynaSZ”皿ｓＰｈ"jppe凡sjsinl978-1988.

2．ThefirstarrivalofmynaswasaboutAprillOtheveryyear，Olderbirdsarrivedear‐

lierthanl-yearbirds・Thearrivalofl-yearbirdswasmostlyafterApril29th・Ｍｏｓｔｏｆ

ｔｈｅｂｉｒｄｓｃａｍｅｂａｃｋｎｅａｒｔｈｅｐｌａｃｅｓｗｈｅｒｅｔｈｅｙｂｒｅｄｏｒｗｅｒｅｂｏｒｎｉｎthepreviousyear．
Ｉftheycouldobtaingoodnestplaces，theybredthere、

３．ＴｈｅｍａｌｅｔｅｎｄｅｄｔｏｓｅｃｕｒｅａｓｍａｎｙｎｅｓtingplacesaspossiblesoonafterthearrivaL

Thedominancewascloselylinkedwiththenestplaces・Thesoonertheyoccupiedthe

moredominanttheywere・Ｔｈｅｍａｌｅｓｗｉｔｈｍｏｒｅｔｈａｎｔｗｏｎｅｓｔｂｏｘｅｓｏｆｔｅｎｌｏｓｅｓｏｍｅｏｆ

ｔｈｅｍｂｙｆｒｅｑｕｅｎtinvasions，Ｔｈｅｎｔｈｅａｒｅａｗｈｉｃｈｔｈｅｙｏｃｃｕｐｉｅｄｂｅcameprogressively
smaller・Theycouldbreedneareachotherwhenthedistancebetweennestswasaboｕｔ７

ｔｏ８ｍｅters，butitwasimpossibletobreedwithinonlyabout2meters，

４．Ｔｈｅｄｏｍｉｎａｎｔａｒｅａａｒｏｕｎｄａｎｅｓｔｗａｓｔhatwhichthemalesestablishedwithneighbor-
ingmales、Theboundarywasdrawnabouthalfwaｙｂｅｔｗｅｅｎｔｗｏｎｅｓｔｓ、Ｅｖｅｎｗｈｅｎｉｎ‐

truderscameintheneighboringareａ，ｉｆｔｈｅｐｏｉｎｔｗａｓｎｅａｒａｍａｌｅ'ｓｎｅｓｔａｎｄｔｈｅｎｅｉｇｈ‐
borhadlefthisnest,ｈｅcrossedtheboundarytodrivethem、

５．Ifintruderscamearoundthenest，theoccupantthreatenedwithvoiceｏｒｄｒｏｖｅｔｈｅｍａ‐

ｗａｙ・Whenanoccupanthadlefttheirnest，itreturnedwiththreatcalls，entereditsnests

andthendroveintrudersaway・Sometimestheythreatenedbyshowingtheblackinside

ofｔｈｅｍｏｕｔｈ・Iobservedaggressivebehaviorbetweenmales，females，ａｎｄａｍａｌｅａｎｄａ
ｆｅｍａｌｅ、

６.Ｔｈｅｆｅｍａｌｅｃａｍｅｔｏｔｈｅｍａｌｅｓｉｎｇｉｎｇａｔｈｉｓｎｅｓｔ，ｍａｔｅｄｗｉｔｈｈｉｍ，andsharedthenest

occupancy，Ｗｈｅｎhermatelostthenestoccupancy，ｓｈｅｄｉｄａｌｓｏ，Ｓｏｍｅｆｅｍａｌｅｓｍａｔｅｄ

ｔｅｍｐｏｒａｒｉｌｙｗｉｔｈｏｔｈｅｒｍａｌｅｓｉｎｓｐｉｔｅｏｆｔｈｅｐｒesenceoftheirregularmates，

７．Bigamyoccurredtemporarilywhentｈｅｍａｌｅｈａｄｍｏｒｅｔｈａｎｔｗｏｎｅｓｔｓ，

８.Ｔｈｅｌｏｕｄｓｉｎｇｉｎｇｂｙｔｈｅｍａｌｅｓｉｓｆｏｒａttractingfemales，ｎｏｔｆｏｒｄｒｉｖｉｎｇｏｔｈｅｒｍａｌｅｓａ‐
ｗａｙ・Ｗｈｅｎａｆｅｍａｌｅｃｏｍｅｓｔｈｅｓｉｎｇｌｅｍａｌｅｓｔａｒｔｓｓｉｎｇｉｎｇｗｉｔｈａｓｍａｌｌｖｏｉｃｅｆｏｒｃｏurt‐

Ｓｈｉｐ・Ｔｈｅｆｅｍａｌｅｓｏｍｅｔｉｍｅｓｒｅｓｐｏｎｄｓｂｙｓｏｎｇｔｏｔｈｅｓｉｎｇｉｎｇｍａｌｅ、Ｔｈｅｍａｌｅｓｉｎｇｓｗｉｔｈ
ａｇｒｅｅｎｌｅａｆｉｎｉｔｓｂｉｌｌｏｒｓｉｎｇＳｉｎｔｈｅｎｅｓｔｂｏｘ、

9．Ｔｈｅｆｅｍａｌｅｗａｓｏｂｓｅｒｖｅｄｔｏｃｏｐｕｌａｔｅagressivelyinordertoestablishthepairrelation

Malessometimestriedextra-paircopulation，butfemalesusuallyrejectit､Bothsexes
disturbedotherpairs，ｃｏｐｕｌａｔｉｏｎ、

１０．Ｍｙｎａｓｂｅｇａｎｂｕｉｌｄｉｎｇｎｅｓｔｓｔｗｏｏｒｔｈｒｅｅｗｅｅｋｓｂｅｆｏｒｅｔｈｅｆｉｒｓｔｅｇｇｌａｙｉｎ９．Bothsexes
broughtnestmaterials，ｍｏｓｔｌｙｉｎｔｈｅｍｏｒｎｉｎｇ・Ｔｈｅｙｗｅｎｔｔｏｓｅａｒｃｈｆｏｒｆｏｏｄｉｎｔｈｅａｌ､ter‐

ｎｏｏｎａｎｄｂｒｏｕｇｈｔｍａｔｅｒｉａｌｓａｇａｉｎｉｎtheeveningTheycontinuedtobringthemuntilthe
nestlingsweregrown、

11．Puttinggreenleavesintothenestisnotonlyforattractingmates，ｓｉｎｃｅｂｏｔｈｓｅｘｅｓ

ｂｒｏｕｇｈｔａｌｏｔｏｆｌｅａves；ｓｏｍｅｆｅｍａｌｅｓｃｏｎｔｉｎｕｅｄｔｏｃａｒｒｙｄｕｒningnestlingperiod・Per‐
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hapstheydidsotoavoidparasites，

12．Ｍｙｎａｓｌａｉｄｏｎｅｂｌｕｅｅｇｇｅａｃｈｄａｙ・Ｔｈｅｔｉｍｅｏｆｌａｙｉｎｇｗａｓ６ｔｏｌＯａ.ｍ、

13.Theylaid85,7％ofeggsinmidorlateMay、

１４．Clutchsizeswere3-7eggsandmostfemaleslaid5eggs､Ｔｈｅａｖｅｒａｇｅｗａｓ５､１±0.1.The

numberofeggsdecreasedaccordingtotheseason、

15．Incubationbeganbeforethelastegglaying・Femalesincubatedatnightandboththe

malｅａｎｄｔｈｅｆｅｍａｌｅｄｉｄｓｏｄｕｒｉｎｇｔｈｅｄａｙ、Themaletendedtoincubatelongerthanthe

femaledurningtheday・Themale，sincubationpatchwassmallerthanthefemale，s、

16.HatchingoccuredlOdaysaftert,helastlayingintheearliesｔcase・Thelatesthatching

wasl2-l3days、Thissuggestedthatbirdsbeganincubatingbeforethelastegglaying・

Hatchinglastedl-3days、Ｉｎｔｈｅｎｅｓｔｗｉｔｈ６ｔｏ７ｅｇｇｓ，itlastedmorethantwodays、

17．Afterthehatchingtheparents，goinginandoutanestboxesincreasedgraduallyac-

cordingtothegrowthofnestlings・Andthetimeofbroodingdecreased，Theystayedin

thenestandbroodednestlingsaftergivingfood､Thefemaletendedtobroodlongerthａｎ

ｔｈｅｍａｌｅ､Thefemaleexclusivelybroodedatnight・

'8．Bothparentsfedtheirnestlings、Intheearlystagestheybroughtinsectsandthey

broughtfruitasthefeedingprogressed、

19．Nestlingsstartedtocallonthefirstdayofhatchingandbeggedfoodbyopeningtheir

mouthdisplayingtheinneryellowishpart､NestlingsofO-daywerereadilydistinguisha-

blefromoldernestlings・Fledgedyoungresembleadultfemales，Ｓｏｍｅｙｏｕｎｇｈａｖｅｌｉｇｈｔ

ｂｒownstreaksontheirbreasts、

20．Ｔｈｅｎｅｓｔｌｉｎｇｐｅｒｉｏｄｗａｓｌ５ｔｏ２２ｄａｙｓ，ｌ８ｄａｙｓｗｅｒｅｃｏｍｍｏｎ、Fledginglastedforone

tofourdaysafterfirstleavingthenesL、

21．Thebreedingsuccesswas65､１％innestswithoutpredationandwas47.1％inthose

withpredation,Blue-greensnakes（ＥｊａｐﾉｉｅｃｊｊｍａｃＯｐﾉtorα）atebothnestlingsandadults，

Thecauseofmortality，exceptforpredation，appearedtobeshortageoffood・Ｉｎｎｅｓｔｓ

ｗｉｔｈａｌａｒｇｅｎｕｍｂｅｒｏｆｎｅｓｔｌings，theirbodyweight,ｗａｓｌｉｇｈｔａｎｄｍａｎｙｂｉｒｄｓｄｉｅｄ、

22．Afterleavingthenest，bothparentscontinuedtogivefoodtotheiryoun９．Theparents

andfledglingsmovedwhilecallingtoeachother、

23．GrayStarlingsandRed-cheekedMynasgatheredtogetheraroundtheroostbeforesun‐

set・LatertheRed-cheekedMynasroostedtogetherintoseparatetrees，

24．ＡｆｔｅｒｌａｔｅＡｕｇｕｓｔｔｈｅｍｙｎａｓｃａｍｅｂａｃkaroundthenest・Theysometimessangand

peepedintothenests・ThelastringedbirdsdesappearedinmidSeptember・Ｎｏｂｉｒｄｗａｓ

ｏｂｓｅｒｖｅｄｉｎｔｈｅｓｔｕｄｙａｒｅaafterearlyOctober，

１．１５２３Honjo,Niigata-shi,９５０


